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２
０
２
０
年
10
月
、
菅
義

偉
首
相
は
国
会
の
所
信
表
明

演
説
で
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す

る
、
す
な
わ
ち
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
」
と
宣
言
し
た
。
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
は
じ
め

す
る
計
画
で
あ
る
。
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
も
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
し
、
10
年
間
で
１
２

０
兆
円
の
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー

ル
投
資
計
画
を
実
行
す
る
。

　

世
界
で
は
１
２
０
以
上
の

国
と
地
域
が
「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
目
標
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら

の
国
が
世
界
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
占
め
る
割
合
は

37
・
７
％
。
２
０
６
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

中
か
ら
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

を

有
効
利
用
す
る
実
証
試
験
な

ど
も
進
ん
で
い
る
。
得
ら
れ

た
Ｃ
Ｏ
２

と
水
素
を
触
媒
と

反
応
さ
せ
、
メ
タ
ン
、
エ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
の
石
油
代
替
燃

料
や
化
学
原
料
な
ど
の
有
価

物
を
生
産
す
る
技
術
開
発
、

回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

を
地
下
の

油
層
に
圧
入
し
、
原
油
回
収

率
を
向
上
さ
せ
る
石
油
増
進

回
収
な
ど
だ
。

　

一
方
の
排
出
削
減
に
向
け

た
活
動
で
は
、
再
生
可
能
エ

ル
実
現
を
表
明
し
た
中
国
も

含
め
る
と
、
全
世
界
の
約
３

分
の
２
に
及
ぶ
。

　

実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
は
徹

底
的
な
排
出
量
削
減
と
同
時

に
、
吸
収
量
を
拡
大
さ
せ
る

取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
。

植
林
な
ど
に
よ
る
森
林
の
確

保
を
は
じ
め
、
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２

を
直
接
回
収
し
地
下

貯
蔵
す
る
と
い
っ
た
技
術
も

実
用
化
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
伴
い
工
場
や
大
気

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
発
電

拡
大
へ
の
期
待
も
多
い
。
だ

が
、
専
門
家
の
試
算
に
よ
れ

ば
再
エ
ネ
が
60
％
に
な
っ
た

場
合
、
そ
の
発
電
量
は
２
０

０
㌐
㍗
以
上
と
な
り
、
日
本

の
系
統
容
量
を
超
え
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
態
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
地

域
内
で
電
力
需
要
を

創
生
し
、
そ
こ
に
あ

る
再
エ
ネ
設
備
で
給

電
可
能
な
自
立
型
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
の
整
備
が
不
可
欠

に
な
る
。
現
在
、
経
済
産
業

省
や
環
境
省
な
ど
は
、
そ
う

し
た
地
域
自
立
型
の
電
力
網

の
構
築
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

▼
生
物
多
様
性
及
び
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政

府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
）

２
０
１
０
年
の
生
物
多

様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
愛

知
目
標
」
の
達
成
に
資
す

る
べ
く
２
０
１
２
年
４
月

に
設
立
さ
れ
た
政
府
間
組

織
。
目
的
は
、
生
物
多
様

性
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
お
よ
び
変
化
の
様
相

を
科
学
的
に
評
価
し
政
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

　

２
０
１
９
年
に
は
生
物

多
様
性
の
危
機
的
状
況
を

示
し
た
「
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
地

球
規
模
評
価
報
告
書
」
を

公
表
し
て
い
る
。

▼
電
気
の
Ｃ
Ｏ
２２
排
出
係
数

１
㌔
㍗
時
の
電
気
を
つ

く
る
際
に
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の

量
を
示
す
値
。
こ
れ
に
よ

り
家
庭
な
ど
の
需
要
家
が

排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

量
が
求

め
ら
れ
る
。
電
気
の
使
用

量
に
係
数
を
か
け
排
出
量

を
割
り
出
す
。

　

家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
実

態
調
査
の
算
定
時
、
電
気

（
他
者
か
ら
の
供
給
分
）

の
排
出
係
数
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
電
力
会
社
が
公
表

し
た
も
の
を
用
い
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
増
な
ど
に
よ
り
発
電
時

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
排
出
係
数

も
年
々
改
善
し
て
い
る
。

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
、
森
林
な
ど
に
よ
る

吸
収
量
と
同
等
ま
で
引
き
下

げ
、
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る

の
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
で
あ
る
。

　

世
界
の
主
要
国
も
同
様

の
方
針
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
中
国

は
２
０
６
０
年
を

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
目
標
年

と
し
、
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
燃
料
電
池
車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
な
ど
の
脱
炭
素

技
術
の
産
業
育
成
に
力
を
入

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
Ｅ
Ｖ

普
及
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開

発
な
ど
の
脱
炭
素
分
野
に
４

年
間
で
２
０
０
兆
円
を
投
資
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内
閣
府
は
２
０
２
１
年
３
月
、
前
年

の
11
〜
12
月
に
実
施
し
た
「
気
候
変
動

に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。
全
国
18
歳
以
上
の
国
民
３
０
０

０
人
を
対
象
と
し
て
、
郵
送
に
よ
り
回

答
を
集
め
た
。
有
効
回
収
数
は
１
７
６

７
人
（
58
・
９
％
）。「
地
球
温
暖
化
問

題
」「
気
候
変
動
影
響
」「
気
候
変
動
適

応
」
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

関
連
す
る
問
い
を
設
け
た
。

　

地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
「
関
心
が

あ
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
88
・
３

％
（「
関
心
が
あ
る
」
45
・
６
％
、「
あ

る
程
度
関
心
が
あ
る
」
42
・
８
％
）
だ

っ
た
。
割
合
は
60
代
と
70
歳
以
上
で
高

く
な
っ
て
い
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

た
」
人
が
68
・
４
％
（「
知
っ
て
い
た
」

33
・
２
％
、「
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
た
」

35
・
１
％
）
だ
っ
た
。

　

気
候
変
動
が
農
作
物
や
野
生
生
物
、

人
々
の
生
活
な
ど
に
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
を
「
知
っ
て
い
た
」
と
答
え
た
人

は
93
・
６
％
だ
っ
た
。
日
常
生
活
の
中

で
何
に
気
候
変
動
の
影
響
を
感
じ
る

か
を
聞
い
た
複
数
回
答
の
質
問
で
は
、

「
夏
の
暑
さ
」（
89
・
８
％
）
と
答
え
た

人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
雨
の
降
り

方
の
激
し
さ
」（
81
・
６
％
）、「
桜
の

の
国
際
的
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」
の
認

知
度
も
高
く
「
知
っ
て
い
る
」
と
し
た

人
は
84
・
０
％
（「
内
容
ま
で
知
っ
て

い
る
」
19
・
１
％
、「
名
前
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
64
・
９
％
）。「
脱
炭

素
社
会
」
の
認
知
度
は
、「
知
っ
て
い

地
球
環
境
問
題
に
関
心
約
９
割

開
花
時
期

な
ど
身
近

な
植
物

の
変
化
」

（
38
・
５
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

生
じ
る
影
響
に
対
処
し
て
い
く
「
気

候
変
動
適
応
」
は
、「
知
っ
て
い
た
」

が
11
・
９
％
、「
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

取
組
は
知
ら
な
か
っ
た
」
が
29
・
９
％

と
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。
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化
石
燃
料
の

使
用
で
人
間
が

排
出
す
る
二
酸

化
炭
素
は
温
室

効
果
と
い
う
難

物
を
も
た
ら
す
。
だ
が
宇
宙

を
旅
す
る
彗
星
が
ま
き
散
ら

す
塵ち

り

は
、
夜
空
に
神
秘
的
な

イ
ベ
ン
ト
を
演
出
す
る
。

▼
毎
年
８
月
13
日
頃
、
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
の
天
体
シ

ョ
ー
が
見
ら
れ
る
。
１
時
間

に
多
く
て
数
十
個
の
流
れ
星

が
出
現
す
る
。
宇
宙
空
間
に

あ
る
砂
粒
大
の
塵
が
地
球
の

大
気
に
ぶ
つ
か
り
光
を
放
ち

な
が
ら
消
え
て
い
く
。
太
陽

の
周
り
を
回
る
地
球
が
塵
の

た
く
さ
ん
あ
る
場
所
を
通
る

と
き
〝
群
〞
と
な
り
観
測
さ

れ
る
。
地
上
か
ら
見
て
塵
の

集
団
の
中
心
方
向
に
あ
る
星

座
が
一
般
に
そ
の
流
星
群
の

名
前
に
な
る
。

▼
塵
の
集
団
を
つ
く
る
の
は

彗
星
だ
。
塵
は
彗
星
が
太
陽

の
近
く
を
通
っ
た
と
き
熱
で

剝
が
れ
た
落
と
し
物
で
あ

る
。
今
夏
や
が
て
流
星
群
に

な
る
塵
の
生
み
の
親
は
ス
イ

フ
ト
・
タ
ッ
ト
ル
彗
星
と
い

う
。
地
球
も
彗
星
も
同
じ
太

陽
を
周
回
し
て
い
て
、
地
球

は
１
年
で
同
じ
位
置
に
戻
る

の
で
、
毎
年
同
時
期
に
星
屑

の
集
団
と
出
会
う
。

▼
今
年
は
好
条
件
が
揃
い
日

本
で
の
観
測
に
適
し
て
い
る

と
い
う
。
８
月
11
〜
13
日
の

３
夜
で
21
時
頃
か
ら
現
れ
、

最
も
多
い
の
が
13
日
の
夜
明

け
近
く
と
国
立
天
文
台
が
予

想
す
る
。
中
止
や
延
期
に
な

っ
た
花
火
大
会
の
代
わ
り
に

大
自
然
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

も
う
か
。
人
が
ま
き
散
ら
す

排
出
物
も
、
彗
星
の
よ
う
に

他
の
も
の
を
な
ご
ま
せ
る
利

点
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
。

て
い
る
。

　

各
国
の
２
０
３
０
年
の
目

標
は
、
Ｅ
Ｕ
が
１
９
９
０
年

比
で
少
な
く
と
も
55
％
減
、

イ
ギ
リ
ス
も
１
９
９
０
年
比

で
少
な
く
と
も
68
％
減
と
し

て
２
０
３
５
年
の
同
78
％
減

を
法
律
に
盛
り
込
む
。
カ
ナ

ダ
は
従
来
の
２
０
０
５
年
比

30
％
減
か
ら
同
40
〜
45
％
減

に
引
き
上
げ
た
。

　

中
国
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
を
減
少
に
転
じ
さ

せ
、
２
０
０
５
年
比
で
Ｇ
Ｄ

す
る
新
た
な
温
暖
化
対
策
事

業
も
発
表
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
の
同
年
目
標
は
１
９
９
０

年
比
30
％
減
。
サ
ミ
ッ
ト
で

は
炭
素
回
収
・
貯
留
や
メ
タ

ン
ガ
ス
対
策
の
国
際
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

　

各
国
が
示
し
た
姿
勢
は
、

今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
）
へ
引
き
継
が
れ
る
。

Ｐ
当
た
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
65

％
超
の
削
減
、
２
０
６
０
年

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
従
来
方
針
を
示
し

な
が
ら
、
石
炭
消
費
量
を
２

０
２
６
〜
２
０
３
０
年
に
か

け
て
削
減
す
る
目
標
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

イ
ン
ド
の
２
０
３
０
年
目

標
は
、
２
０
０
５
年
比
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
排
出
量
33
〜

35
％
減
。
ア
メ
リ
カ
と
協
働

の
国
々
が
野
心
的
目
標
を
示

し
実
行
し
て
い
く
こ
と
で

「
地
球
規
模
で
気
候
変
動
対

策
へ
の
大
き
な
う
ね
り
を
生

み
出
す
」
と
述
べ
た
。

　

す
で
に
２
０
５
０
年
の
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
う
た
う

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

宣
言
し
て
い
る
日
本
は
、
今

回
２
０
３
０
年
度
の
新
た
な

削
減
目
標
を
、
２
０
１
３
年

度
比
で
46
％
減
に
す
る
と
表

明
し
た
。
従
来
目
標
の
同
26

％
減
か
ら
20
％
引
き
上
げ

た
。
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず

「
50
％
の
高
み
に
向
け
、
挑

戦
を
続
け
る
」
構
え
も
見
せ

　

離
脱
し
て
い
た
パ
リ
協
定

に
復
帰
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、

オ
バ
マ
政
権
時
に
設
定
し
て

い
た
削
減
目
標
（
２
０
２
５

年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
26

〜
28
％
減
）
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
表
明
し
、
各
国
に
も

よ
り
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
た
。
今
回
参
加

の
40
カ
国
・
地
域
で
合
計
排

出
量
は
世
界
の
約
80
％
を
占

め
る
。
菅
義
偉
首
相
は
、
そ

2021年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ダ
ツ
タ
ン
ソ
」

（
脱
炭
素
）
が
正
解
。

今
回
も
、
８
面
に
楽
し

い
パ
ズ
ル
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）

さ
れ
、
２
０
１
６
年
11
月
に

発
効
し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
世
紀

末
の
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
幅
を
、
産
業
革
命
以
前
か

ら
２
℃
未
満
に
抑
え
、
で
き

る
だ
け
１
・
５
℃
以
下
に
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
参

加
国
の
す
べ
て
が
自
主
的
な

目
標
を
設
定
し
、
活
動
し
て

い
く
と
い
う
取
り
決
め
だ
。

無 料

答えは「ダツタンソ」
（脱炭素）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

企画/編集：ダイアローグ　校正：ディクション

４
テ
ッ
く
ん
の
《
環
境
ト
レ
ン
ド
》
Ｑ
＆
Ａ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
１
）

５
環
境
市
場
で
ん
き

一
般
家
庭
向
け
電
力
販
売

７
お
客
様
の
声

事
例
紹
介
（
市
場
連
動
／
保
安
事
例
／
見
え
る
化
）

８
こ
こ
ろ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
《
第
９
回
》

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ

連
載
記
事
ほ
か　

■
設
備
改
善
対
応
事
例
〈
特
別
編
〉

5

こ
れ
か
ら
の
理
想
的
な
太
陽
光
発
電
と
は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
12
億
1200
万
㌧
最
少
更
新

を
更
新
し
て
い
る
。
た
だ
温

室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
、
ハ
イ

ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類

（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
）
は
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
か
ら
の
代
替
に

伴
い
年
々
増
加
が
続
く
。

　

吸
収
量
の
算
定
も
行
っ
て

い
る
。
２
０
１
９
年
度
は
、

森
林
吸
収
源
対
策
で
４
２
９

０
万
㌧
、
農
地
管
理
・
牧
草

地
管
理
・
都
市
緑
化
活
動
の

算
（
以
下
同
）
で
12
億
１
２

０
０
万
㌧
だ
っ
た
。
製
造
業

の
生
産
量
が
減
っ
た
こ
と
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
の
導
入
拡
大
に
よ
る

電
力
の
低
炭
素
化
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
で
２
・
９
％（
３

６
０
０
万
㌧
）減
に
な
っ
た
。

２
０
１
４
年
度
か
ら
６
年
連

続
の
減
少
で
、
１
９
９
０
年

度
算
定
開
始
以
来
の
最
少
値

　

環
境
省
と
国
立
環
境
研
究

所
は
２
０
２
１
年
４
月
、
２

０
１
９
年
度
の
日
本
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
確
報
値

を
公
表
し
た
。
総
排
出
量
は

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換

推
進
で
３
０
０
万
㌧
、
合
計

４
５
９
０
万
㌧
の
吸
収
量
に

な
っ
た
。

　

比
較
の
た
め
の
基
準
年
は

２
０
０
５
年
度
（
総
排
出
量

13
億
８
１
０
０
万
㌧
）
と
２

０
１
３
年
度
（
同
14
億
８
０

０
万
㌧
）
が
用
い
ら
れ
る

が
、
各
基
準
年
度
に
対
す
る

２
０
１
９
年
度
実
績
は
、
前

者
比
で
12
・
３
％
（
１
億
７

０
０
０
万
㌧
）
減
、
後
者
比

で
14
・
０
％
（
１
億
９
７
０

０
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

２
０
１
９
年
度
確
報
値
公
表

気候変動に関する世論調査
脱炭素社会、パリ協定の認知度など

④
地
球
環
境
の
変
化
│
│
と

い
う
４
つ
の
要
因
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
指
摘
。
そ

れ
に
よ
り
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

も
劣
化
傾
向
に
あ
る
と
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

で
、
損
失
が
軽
減
し
て
い
る

向
き
も
あ
る
が
回
復
基
調
に

は
な
い
と
し
た
。

　

生
物
多
様
性
や
生
態
系
の

健
全
性
を
回
復
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
環
境
保
全
な
ど

を
活
用
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
な
ど
自
然
を
基
盤

と
し
た
解
決
策
の
利
用
、
自

立
・
分
散
型
社
会
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
対
策
の
推
進
な

ど
が
重
要
な
取
り
組
み
に
な

る
と
し
て
い
る
。

踏
ま
え
て
い
る
。

　

日
本
の
生
物
多
様
性
の
危

機
は
①
開
発
な
ど
人
間
活
動

び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
政
府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
：

左
欄
用
語
解
説
参
照
）
な
ど

が
報
告
書
で
示
し
た
社
会
変

革
に
よ
る
対
策
の
必
要
性
も

目
的
。
現
状
評
価
と
回
復
の

た
め
の
社
会
の
あ
り
方
に
言

及
し
て
い
る
。
次
期
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
策
定
の
重
要

な
検
討
資
料
に
も
な
る
。
２

０
１
９
年
に
生
物
多
様
性
及

　

Ｊ
Ｂ
Ｏ
３
の
取
り
ま
と
め

は
、
生
物
多
様
性
と
そ
れ
が

も
た
ら
す
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

（
水
や
食
料
の
供
給
、
気
候

の
安
定
な
ど
）
に
つ
い
て
科

学
的
知
見
を
提
供
す
る
の
が

②
自
然
に
対
す
る
働
き
か
け

の
縮
小
③
外
来
種
な
ど
人
間

に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

生
物
多
様
性
、回
復
基
調
至
ら
ず

第
３
回
総
合
評
価
報
告
書
公
表

　

環
境
省
は
２
０
２
１
年
３
月
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
「
生

物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
評
価
（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
３
）」
を
公
表
し
た
。
２

０
１
０
年
（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
）
と
２
０
１
６
年
（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
２
）
に
続
く
３
回
目
。
生
物
多
様

性
の
損
失
は
緩
和
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
回
復
軌
道
に
は
な
い
と
し
て
い
る
。

生物多様性における損失の大きさと状態の傾向

世
界
各
国
が
目
指
す
カ
ー
ボ
ンニュー
ト
ラ
ル

実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
技
術

パ
リ
協
定

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
国
際
的
ル
ー
ル
。
２
０
１

５
年
12
月
に
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
採
択
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■
電
気
点
検
簿
特
集

4

「
電
気
点
検
簿
」の
活
用
で
保
安
管
理
の
品
質
向
上

サ ザ エ 　 ツ
ク 　 ダ イ キ
ラ ソ タ グ
　 メ カ ク シ
サ イ ン 　 ュ

※環境省発表資料より。 （年度）
2005 ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ １３ １4 １5 １6 １7 １8 １9

日本の温室効果ガス排出量の推移

０

（億㌧）

11

13

12

14

※環境省「生物多様性及び 生態系サービ スの総合評価2021」掲載図をもとに作成。

評価項目 2010 2016 2021

森
林

森林生態系の規模・質
生息・生育する種の個体数・分布
人工林の利用と管理

農
地

農地生態系の規模・質
生息・生育する種の個体数・分布
農作物・家畜の多様性

都
市
都市緑地の規模
生息・生育する種の個体数・分布

陸
水
陸水生態系の規模・質
生息・生育する種の個体数・分布

沿
岸
・
海
洋

沿岸生態系の規模・質
浅海域を利用する種の個体数・分布
有用魚種の資源の状況

島嶼 島嶼の固有種の個体数・分布
連
続
性

森林生態系の連続性
農地生態系の連続性
河川・湖沼の連続性

損失の大きさ 中程度 強い 非常に強い 状態の傾向 回復 横ばい 損失 急速な損失横ばい回復 損失 急速な損失

内
閣
府

ア
メ
リ
カ
主
催
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
が
２
０
２
１
年
４
月
、
開
催
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
首
脳
会
議
に
は
、
日

本
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
な
ど
40
カ
国
・
地
域
が
参
加
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
、
自
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
を
２
０
３
０
年
に
50
〜
52
％
削
減
（
２
０
０
５
年
比
）
す
る
と
表
明
。
パ
リ
協

定

の
目
標
達
成
に
向
け
協
力
と
行
動
を
求
め
ら
れ
た
各
国
は
、
目
標
数
値
の
上
積
み
な
ど
で
応
え
た
。

日
本
46
％
減
従
来
目
標
か
ら
20
％
ア
ッ
プ

気候サミット後の主要国の削減目標

2030年目標 カーボン
ニュートラル

日本 46%減
（2013年度比） 2050年

アメリカ 50～52%減
（2005年比） 2050年

EU 少なくとも55%減
（1990年比） 2050年

イギリス
少なくとも68%減
2035年に78%減

（1990年比）
2050年

カナダ 40～45%減
（2005年比） 2050年

中国

2030年までに排出量
をピークアウト
GDP当たりCO2排出量
65%超削減（2005年比）
石炭消費量を2026～
2030年にかけて削減

2060年

インド GDP当たり排出量33～
35%減　（2005年比） ──

ロシア 30%減
（1990年比） ──

各
国
各
国
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
上
積
み

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
上
積
み

気候サミット

※財務省公表資料「グリーン」をもとに作成。
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https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://econews.jp/crossword/
https://econews.jp/newspaper2/newspaper_plus/
https://www.nichidenkyo.jp/
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ThinkingThinkingThinking
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高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
全
国
で
処
理
期
限

政
府
、古
い
工
場
や
ビ
ル
に
注
意
喚
起

東
京
ほ
か
来
年
３
月
ま
で

大
阪
な
ど
は
す
で
に
終
了

再
エ
ネ
負
担
額
年
間
１
万
円
超
え

　

経
済
産
業
省
は
２
０
２
１
年
３

月
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）の
固
定
価
格
買
取
制
度（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
で
２
０
２
１
年
度
に
適
用

す
る
価
格
な
ど
を
決
定
し
た
。

　

年
々
増
加
し
て
い
る
、
需
要
家

が
負
担
す
る
賦
課
金
単
価
は
、
１

㌔
㍗
時
当
た
り
３
・
36
円
に
な
っ

た
。
月
２
６
０
㌔
㍗
時
使
用
す
る

標
準
的
な
家
庭
で
は
年
額
１
万
４

７
６
円
に
な
り
、
制
度
開
始
以
来

初
め
て
１
万
円
を
超
え
た
。

　

再
エ
ネ
１
㌔
㍗
時
当
た
り
の
買

い
取
り
価
格
は
、
住
宅
用
太
陽
光

で
19
円
（
前
年
度
21
円
、
税
込
）、

事
業
用
太
陽
光
の
10
㌔
㍗
以
上
50

㌔
㍗
未
満
が
12
円
（
同
13
円
、
税

別
以
下
同
）、
50
㌔
㍗
以
上
２
５

０
㌔
㍗
未
満
が
11
円
（
同
12
円
）、

２
５
０
㌔
㍗
以
上
は
入
札
と
し

た
。
風
力
は
陸
上
の
２
５
０
㌔
㍗

以
上
が
入
札
で
、
ほ
か
は
15
〜
36

円
、一
般
木
材
等
バ
イ
オ
マ
ス（
１

万
㌔
㍗
未
満
）
が
前
年
度
と
同
じ

24
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

温
暖
化
対
策
２
兆
円
基
金
基
本
方
針

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０

５
０
年
に
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
政
府

目
標
達
成
に
向
け
た
２
兆
円
の

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基

金
」
に
つ
い
て
経
済
産
業
省
は
２

０
２
１
年
３
月
、
基
本
方
針
を
決

め
た
。
基
金
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
取
り
組
む
企
業
な

ど
に
10
年
間
、
研
究
開
発
か
ら
社

会
実
装
ま
で
を
継
続
支
援
す
る
も

の
。
基
本
方
針
は
有
識
者
の
議
論

な
ど
を
踏
ま
え
決
め
ら
れ
た
。

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
の
重
点
分
野
に
支
援

対
象
を
向
け
る
こ
と
や
、
取
り
組

み
が
不
十
分
な
場
合
は
事
業
中
止

や
委
託
費
の
一
部
返
還
を
求
め
る

こ
と
、
目
標
達
成
度
に
応
じ
て
成

功
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
設
け
る
な
ど
の
方
針
を
定
め

て
い
る
。

家
庭
Ｃ
Ｏ
２
排
出
前
年
比
６
・
２
％
減

　

家
庭
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
実
態
調
査
を
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
環
境
省
は
２
０
２
１
年
３
月
、

２
０
１
９
年
度
結
果
の
確
報
値
を

公
表
し
た
。
３
回
目
の
今
回
、
世

帯
当
た
り
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

は
前
年
度
の
２
・
90
㌧-

Ｃ
Ｏ
２

（
以
下
「
㌧
」）
か
ら
６
・
２
％
減

っ
て
２
・
72
㌧
と
な
っ
た
。

　

初
回
調
査
時
の
３
・
20
㌧
か

ら
は
０
・
48
㌧
（
15
％
）
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
電
気

の
Ｃ
Ｏ
２２
排
出
係
数
（
１
面
用
語

解
説
参
照
）
の
改
善
に
よ
る
も
の

が
０
・
22
㌧
、
冬
季
の
気
温
が
高

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
気
候
要
因
が

０
・
13
㌧
、
省
エ
ネ
の
進
展
や
世

帯
構
成
の
変
化
な
ど
の
要
因
が

０
・
13
㌧
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

が
あ
る
。

　

変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー

怠
れ
ば
罰
則
が
科
さ
れ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
燃
え
に
く
く

電
気
絶
縁
性
が
高
い
な
ど
の

性
質
か
ら
、
変
圧
器
や
コ
ン

デ
ン
サ
ー
、
蛍
光
灯
の
安
定

器
な
ど
に
広
く
使
用
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
後
、
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と

判
明
し
１
９
７
２
年
以
降

は
、
製
造
や
新
た
な
使
用
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
古
く
か

ら
使
っ
て
い
る
電
気
機
器
な

ど
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
た

製
品
が
残
っ
て
い
る
可
能
性

限
内
処
分
を
義
務
づ
け
て
い

る
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
事
実

上
処
分
が
で
き
ず
、
処
分
を

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措
法
で
は
、
地

域
ご
と
に
処
分
期
間
を
設

け
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
期

　

電
気
機
器
の
絶
縁
油
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
そ

の
有
毒
性
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
限
（
地
域
で
異
な
る
）
ま
で
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
高
濃
度
の
も
の
は
来
年
３
月
、
全
国
で
処
分
期
間
が
終
了
す
る
。

な
ど
の
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処

分
期
間
は
、
北
海
道
、
東
京

都
、
愛
知
県
を
含
む
３
事
業

エ
リ
ア
が
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
で
、
大
阪
府
、
福

岡
県
を
含
む
２
事
業
エ
リ
ア

は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。

安
定
器
や
汚
染
物
な
ど
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
と
東
京
の

２
事
業
エ
リ
ア
で
２
０
２
３

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
他
の
地
域
は
終

了
し
た
。
な
お
、
低
濃
度
Ｐ

Ｃ
Ｂ
は
全
国
で
２
０
２
７
年

３
月
31
日
ま
で
。

　

変
圧
器
な
ど
に
高
濃
度
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
機
器
に
つ
け
ら

れ
た
銘
板
で
確
認
で
き
る

が
、
通
電
中
の
電
気
機
器
に

近
づ
く
の
は
感
電
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
必
ず
電
気
管
理

技
術
者
に
依
頼
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
留
意

事
項
も
含
め
、
環
境
省
や
経

済
産
業
省
は
古
い
工
場
や
ビ

ル
所
有
者
に
向
け
注
意
喚
起

の
Ｐ
Ｒ
資
料
な
ど
を
作
成

し
、
早
め
の
処
理
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

eco topicseco topics
「
熱
中
症
対
策
行
動
計
画
」策
定
、死
亡
者
数
１
０
０
０
人
以
下
の
早
期
実
現
へ

　

国
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
熱
中
症
に
対

処
す
る
た
め
政
府
は
２
０
２
１
年
３
月
、
環
境
大
臣

を
議
長
と
す
る
対
策
推
進
会
議
を
開
き
、
目
標
や
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
な
ど
を
ま
と
め
た
行
動
計
画

を
策
定
し
た
。

　

気
候
変
動
の
影
響
で
平
均
気
温
は
年
々
上
昇
し
、

夏
季
に
高
温
に
な
る
日
は
頻
出
し
て
い
る
。
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
者
は
直
近
３
年
間
が
最
も
多
く
、

死
亡
者
数
も
２
０
１
８
年
（
１
５
８
１
人
）
か
ら
３

年
連
続
で
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
目
標
と
し
て
「
で
き
る
限
り
早
期
に
死

亡
者
数
年
１
０
０
０
人
以
下
」
を
目
指
す
と
し
た
。

昨
年
一
部
地
域
で
試
行
し
て
い
た
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」（
極
め
て
リ
ス
ク
の
高
い
、
暑
さ
指
数
33

以
上
が
予
想
さ
れ
る
と
き
発
信
）
の
対
象
を
全
国
に

広
げ
、
適
切
な
予
防
行
動
の
定
着
も
目
指
す
。

　

重
点
を
置
く
分
野
に
、
高
齢
者
の
屋
内
で
の
熱
中

症
対
策
強
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
の
両
立
な
ど
を
挙
げ
、
関
連
商
品
の
開
発
な
ど
民

間
企
業
と
の
連
携
に
も
触
れ
て
い
る
。

■
干
ば
つ
と
洪
水
の
リ
ス
ク
が
増
大

　
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
は
、
２
１
０
０

年
ま
で
の
気
温
上
昇
が
２
・
６
〜
４
・

８
℃
と
な
る
予
測
シ
ナ
リ
オ
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
第
５
次
報
告
書
で
は
、
気
温
上
昇
が

３
℃
以
上
に
な
る
と
地
球
全
体
で
生
物

多
様
性
が
失
わ
れ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し

て
私
た
ち
人
間
が
享
受
し
て
い
る
生
態

系
サ
ー
ビ
ス（
食
料
や
水
の
安
定
供
給
、

文
化
的
生
活
の
構
築
な
ど
）
の
損
失
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　

中
で
も
、「
水
」
に
関
す
る
リ
ス
ク

が
大
き
い
。
こ
こ
で
い
う
「
水
」
は
海

水
で
は
な
く
、飲
料
水
を
は
じ
め
農
業
・

工
業
な
ど
に
も
不
可
欠
な
「
淡
水
」。

地
球
全
体
で
見
る
と
、
干
ば
つ
と
洪
水

の
２
つ
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
乾
燥
地
域
で
は
干
ば
つ
の

頻
度
が
増
加
し
、
乾
燥
亜
熱
帯
地
域
で

は
再
生
可
能
な
地
表
水
と
地
下
水
の
資

源
が
減
少
す
る
。
一
方
、
高
緯
度
地
域

で
は
降
雨
が
増
加
し
、
大
雨
に
よ
る
堆

積
物
や
汚
染
物
質
の
増
加
、
洪
水
に
よ

る
水
道
原
水
の
品
質
低
下
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。「
１
０
０
年
に
１
度
」
の
大

規
模
な
洪
水
に
さ
ら
さ
れ
る
人
口
が
年

間
１
億
人
に
な
る
と
さ
れ
、
こ
れ
は
現

在
の
約
５
倍
に
相
当
す
る
。

■
増
加
す
る
生
物
絶
滅
の
リ
ス
ク

　

生
物
に
つ
い
て
は
、
陸
上
と
淡
水
に

生
息
す
る
動
植
物
の
大
部
分
が
絶
滅
の

リ
ス
ク
を
抱
え
る
と
予
測
。
特
に
小
型

動
物
（
リ
ス
な
ど
齧
歯
類
、
サ
ル
な
ど

霊
長
類
）
に
つ
い
て
は
、
温
度
上
昇
が

速
過
ぎ
て
適
切
な
生
息
環
境
へ
の
移
動

が
困
難
と
し
た
。
樹
木
や
草
木
の
よ
う

に
花
粉
を
飛
ば
し
て
生
息
地
を
広
げ
る

植
物
は
、
さ
ら
に
移
動
に
時
間
が
か
か

り
、
森
林
減
少
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

海
洋
生
物
も
、
局
所
的
に
絶
滅
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
る
生
物
種
の
増
加
を
予

測
。
こ
れ
は
食
料
の
安
定
供
給
に
も
影

響
す
る
。
潜
在
的
な
漁
獲
量
は
特
に
熱

帯
地
域
で
減
少
幅
が
大
き
い
。

　

こ
の
８
・
５
シ
ナ
リ
オ
は
現
在
と
同

等
の
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル

だ
。
日
本
で
は
昨
年
10
月
「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」を
掲
げ
、

今
年
４
月
に
は
２
０
３
０
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
46
％
減
へ
引
き

上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
実
質
的
に

最
も
気
温
上
昇
の
低
い
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６

シ
ナ
リ
オ
に
相
当
す
る
。
目
標
達
成
に

は
経
済
成
長
と
温
暖
化
対
策
の
両
立
が

欠
か
せ
な
い
課
題
だ
が
、
大
き
な
挑
戦

の
先
に
明
る
い
未
来
を
望
み
た
い
。

　

前
回
は
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
シ
ナ
リ
オ

に
基
づ
い
た
日
本
へ
の
影
響
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
最
も
気
温
が
上
が
る
「
Ｒ
Ｃ

Ｐ
８
・
５
」
シ
ナ
リ
オ
で
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

《4》 RCP8.5
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シナリオ
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最
多
排
出
シ
ナ
リ
オ
の
描
く

気
温
４・８
℃
上
昇
の
地
球

解　説

を
下
図
に
示
し
た
。
電
気
は
た

め
て
お
く
の
が
難
し
く
、
つ
く

る
量
と
使
う
量
を
ほ
ぼ
等
し
く

す
る
必
要
が
あ
る
。
需
要
が
多

く
供
給
が
不
足
し
て
も
、
逆
に

供
給
が
過
剰
で
需
要
を
大
き
く

上
回
っ
て
も
、
い
ず
れ
の
場
合

も
送
配
電
に
異
常
を
き
た
し
、

大
規
模
停
電
に
陥
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
前
提
を
ま
ず
頭
に

入
れ
図
を
見
て
い
き
た
い
。

　

最
下
層
に
配
置
さ
れ
た
の
は

長
期
固
定
電
源
。
天
候
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
出
力

が
可
能
な
原
子
力
、
大
型
の
水

力
、
地
熱
と
い
っ
た
も
の
だ
。

こ
れ
ら
は
一
度
止
め
る
と
再
稼

働
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た

め
定
量
を
発
電
し
続
け
る
ベ
ー

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
発
電
す

る
量
は
黒
線
で
示
し
た
電
力
需

要
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
調
整
に
こ
の
２
種
の

電
源
が
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

需
要
の
曲
線
は
、
工
場
の
稼

働
な
ど
社
会
が
動
き
出
す
朝
方

に
上
昇
し
、
多
く
が
昼
休
憩
に

入
る
時
刻
で
一
旦
下
降
し
再
び

上
が
り
、
そ
の
後
夜
間
に
向
か

う
。
一
方
、
太
陽
光
発
電
は
名

の
通
り
太
陽
の
動
向
に
従
う
。

需
要
が
少
な
い
昼
休
み
も
晴
れ

れ
ば
多
く
の
電
気
を
つ
く
る
。

人
の
都
合
は
考
慮
し
な
い
。

　

そ
こ
で
調
整
役
を
担
う
の
は

比
較
的
出
力
制
御
が
容
易
な
火

力
発
電
だ
。
図
で
は
日
が
出
る

太
陽
光
発
電
の
増
量
時
に
火
力

を
絞
り
（
出
力
制
御
）、
曇
り

で
太
陽
光
が
減
れ
ば
出
力
増
加

す
る
さ
ま
を
上
下
矢
印
で
示
し

た
。そ
れ
で
も
発
電
が
過
剰
で
、

火
力
を
制
御
し
て
も
需
要
を
超

え
る
場
合
に
は
、
太
陽
光
の
送

電
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
（
図
内

「
太
陽
光
の
出
力
制
御
」）。

　

こ
の
太
陽
光
の
電
気
を
止
め

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
し
た
日

本
。
成
否
を
握
る
カ
ギ
は
発
電

に
お
け
る
脱
炭
素
化
だ
ろ
う
。

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排

出
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
電
源
は
、
主

と
し
て
原
子
力
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
だ
。
う

ち
主
力
電
源
化
が
強
く
望
ま
れ

て
い
る
の
は
再
エ
ネ
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

そ
こ
で
今
一
度
、
電
力
の
需

要
と
供
給
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
た
い
。
１
日
の
電
力
需
要

が
ど
の
よ
う
な
電
源
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
る
か
の
イ
メ
ー
ジ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
は
卸

電
力
市
場
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
。
大
ま
か
に
い
え
ば
供
給
過

多
に
な
っ
た
市
場
の
取
引
価
格

の
下
落
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

せ
っ
か
く
の
再
エ
ネ
（
太
陽

光
）
が
有
効
利
用
で
き
な
い
状

況
│
│
そ
れ
を
少
し
で
も
緩
和

す
る
に
は
市
場
価
格
の
下
落
時

に
需
要
を
増
や
せ
ば
い
い
。
当

社
が
「
上
げ
下
げ
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
方
法
だ
。

再
エ
ネ
拡
大
に
つ
な
が
り
、
日

本
テ
ク
ノ
も
提
供
す
る
市
場
連

動
型
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
需
要
家

な
ら
電
気
料
金
節
約
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
も
加
味
さ
れ
る
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
前
段
に
は
既
存

の
方
針
か
ら
７
割
以
上
ア
ッ
プ

し
た
削
減
量
（
２
０
１
３
年
比

で
46
％
減
）
を
目
指
す
２
０
３

０
年
の
目
標
も
あ
る
。
達
成
に

向
け
一
人
ひ
と
り
の
前
向
き
な

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〝
上
げ
下
げ
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
〞

有
効
利
用
さ
れ
な
い
再
エ
ネ
の

活
用
を
広
げ
、
主
力
電
源
化
へ
つ
な
ぐ

長
６
人
、
総
会
の
選
挙
で
選
ば
れ

た
各
国
気
象
機
関
の
長
27
人
の
合

計
37
人
で
構
成
さ
れ
、
理
事
会
が

毎
年
開
催
さ
れ
る
。
日
本
の
歴
代

気
象
庁
長
官
も
こ
の
執
行
理
事
に

選
出
さ
れ
て
い
る
。
地
域
特
性
に

応
じ
た
気
象
業
務
の
推
進
も
必
要

で
、
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
の
が
、
世
界
を
第
Ⅰ
か
ら
第
Ⅵ

ま
で
の
６
つ
の
地
域
に
分
け
た
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
協
会
だ
。
４
年
に

１
度
、
協
会
ご
と
に
総
会
が
開
催

さ
れ
る
。
日
本
の
所
属
は
第
Ⅱ
地

区（
ア
ジ
ア
）で
あ
る
。そ
の
ほ
か
、

技
術
的
課
題
な
ど
を
検
討
す
る
専

門
委
員
会
や
、研
究
活
動
の
企
画
・

調
整
を
行
う
研
究
評
議
会
と
い
っ

た
組
織
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
各
組
織
の
活
動
を
ま
と
め

る
の
が
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

本
部
が
あ
る
事
務
局
で
、
こ
こ
に

は
約
３
０
０
人
の
職
員
が
い
る
。

　

国
際
的
な
環
境
問
題
に
も
科
学

的
側
面
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
前
回
掲
載
し
た
地
球
温

暖
化
の
影
響
を
評
価
し
緩
和
策
な

ど
を
示
す
「
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」は
、

こ
の
Ｗ
Ｍ
Ｏ
と
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
が
１
９
８
８
年
に

共
同
で
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。

機
関
と
な
る
の
が
15
人
の
科
学
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
科
学
諮
問
パ
ネ

ル
で
、
専
門
性
の
高
い
客
観
的
見

地
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

総
会
の
決
定
に
従
い
活
動
を
管

理
す
る
の
は
執
行
理
事
会
。
総
裁

１
人
、
副
総
裁
３
人
、
地
区
協
会

研
究
や
教
育
の
奨
励
な
ど
が
目
的

と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

最
高
議
決
機
関
は
世
界
気
象
会

議
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
総
会
）。
４
年
に
１

度
、
す
べ
て
の
加
盟
国
が
参
加
し

基
本
方
針
や
予
算
な
ど
を
決
定
す

る
。
こ
の
総
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

１
９
５
０
年
３
月
に
発
効
し
た

世
界
気
象
機
関
条
約
に
よ
り
設
立

さ
れ
翌
年
12
月
に
国
連
の
専
門
機

関
に
な
っ
た
の
が
「
世
界
気
象
機

関
」で
あ
る
。英
語
表
記
は「World 

Meteorological Organization

」。

略
称
は
「
Ｗ
Ｍ
Ｏ
」。
前
身
は
１

８
７
３
年
に
創
設
さ
れ
た
「
国
際

気
象
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）」
で
、
こ

の
組
織
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、

Ｗ
Ｍ
Ｏ
に
引
き
継
が
れ
た
。
２
０

２
１
年
３
月
時
点
で
１
８
７
の
国

と
６
つ
の
地
域
が
加
盟
。
承
認
が

あ
れ
ば
国
連
に
参
加
し
て
い
な
い

国
や
地
域
も
一
員
に
な
れ
る
。
日

本
の
加
盟
は
１
９
５
３
年
９
月

だ
。
主
な
目
的
は
、
世
界
の
気
象

業
務
の
推
進
を
通
じ
て
人
類
の
活

動
に
貢
献
す
る
こ
と
。条
約
に
は
、

国
際
的
協
力
に
よ
る
観
測
網
の
確

立
、効
率
的
な
情
報
交
換
の
促
進
、

観
測
の
標
準
化
、気
象
学
の
応
用
、

　テレビなどで見かける天気
図の雲の動きからもわかるよ
うに気象現象に国境はない。
今や生活に欠かせない天気予
報や、注意喚起の情報などを
発するには、１つの国の観測
だけではままならないのだ。
そこで必要になるのが世界的
な観測網や国際協力で、その
中心となるのが、今回取り上
げる国連の専門機関である。

ポイント解説シリーズ

環境関連の

機関・組織

W
orld M

eteorological O
rganization

第5回

高濃度PCB廃棄物の処理期間

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

気象分野の世界協力を進める
国連の専門機関

　

発
電
や
送
配
電
、
小
売
り
な

ど
す
べ
て
の
電
気
事
業
者
が
毎

年
作
成
す
る
今
後
10
年
間
の
供

給
計
画
を
ま
と
め
、
需
給
の
見

通
し
な
ど
を
示
す
電
力
広
域
的

運
営
推
進
機
関
（
広
域
機
関
）

は
２
０
２
１
年
３
月
、
今
年
度

分
の
取
り
ま
と
め
を
経
済
産
業

省
に
提
出
し
た
。

　

計
画
期
間
最
初
の
２
年
度

（
２
０
２
１
〜
２
０
２
２
年
度
）

は
年
間
を
通
じ
た
平
均
的
な
評

価
で
は
供
給
力
に
一
定
の
余
力

が
あ
る
と
し
た
。
だ
が
月
別
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
評
価
で
は
供
給

力
不
足
の
懸
念
さ
れ
る
時
期
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

需
要
を
賄
う
供
給
力
は
一
定

の
余
裕
（
予
備
率
）
を
持
つ
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
発
電
所

の
不
測
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
備

に
な
る
。
さ
ら
に
同
年
の
７
月

も
東
京
で
６
・
８
％
、
中
部
〜

四
国
の
エ
リ
ア
で
７
・
１
％
と

逼
迫
す
る
。
過
去
10
年
で
最
も

厳
し
い
気
象
条
件
を
想
定
し
た

リ
ス
ク
分
析
で
は
２
０
２
２
年

２
月
に
３
％
を
下
回
る
と
い
う

予
想
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

供
給
力
が
不
足
す
る
主
な
原

因
は
、
２
０
２
２
年
２
月
に
１

３
０
０
万
㌔
㍗
程
度
の
補
修
停

止
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
需
要

が
高
く
な
る
時
期
に
発
電
量
が

減
少
す
る
こ
と
。
広
域
機
関
で

は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
で
需
給
逼
迫
に

対
す
る
備
え
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
発
電
事
業
者
に
対
す

る
補
修
停
止

時
期
の
調
整

や
小
売
電
気

事
業
者
に
対
す
る
高
需
要
期
に

備
え
た
計
画
的
な
調
達
を
求
め

る
な
ど
の
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
。
政
府
に
対
し
て
も

需
要
家
へ
の
節
電
対
策
な
ど
検

討
を
求
め
て
い
る
。

え
安
定
供
給
の
目
安
と
な
る
適

正
予
備
率
は
８
％
だ
。
そ
れ
が

２
０
２
２
年
１
月
に
は
東
京
エ

リ
ア
で
７
・
７
％
、
同
年
２
月

に
は
、
東
京
か
ら
九
州
に
か
け

て
の
広
域
エ
リ
ア
で
５
・
８
％

２
０
２
２
年
２
月
な
ど
供
給
不
足
を
懸
念

広域機関 電力需給見通し

※照明器具の安定器などは、処分期間が異なる。

処分期間 高濃度 PCB 廃棄物の
設置場所（都道府県）

2022年
3月31日まで

北海道、青森、岩手、
宮城、秋田、山形、福島、
茨城、栃木、群馬、埼
玉、千葉、東京、神奈川、
新潟、富山、石川、福井、
山梨、長野、岐阜、静岡、
愛知、三重

処
分
期
間
終
了

2018年
3月31日まで

鳥取、島根、岡山、広島、
山口、徳島、香川、愛
媛、高知、福岡、佐賀、
長崎、熊本、大分、宮崎、
鹿児島、沖縄

2021年
3月31日まで

滋賀、京都、大阪、兵庫、
奈良、和歌山

世界気象機関の組織

※気象庁「気象業務はいま 2020」をもとに作成。

地区協会

世界気象会議（WMO総会）
最高議決機関／全構成員（193の国と地
域）が参加／４年に１度開催／基本方針、
予算などを決定

執行理事会
総裁（1）、副総裁（３）、地区協会長（６）、各
国気象機関の長（27）の計37人で構成／
毎年開催／諸事業の執行を管理

地域で分けた以下６つの組織

WMO-IOC合同協働評議会
海洋分野の活動について、
ユネスコ政府間海洋学委員会
（IOC）との調整を実施

研究評議会
各種研究活動を企画・調整

科学諮問
パネル

国
際
的
に
著
名
な
科
学
者

15
人
で
構
成
／
Ｗ
Ｍ
Ｏ
の

活
動
に
つ
い
て
助
言

専門委員会
専門家による技術的課題の検
討結果を総会などに勧告
●観測・インフラ・情報システム委員会
●サービス・応用委員会

事務局
本部はスイスのジュネーブ／職員数約300人

第Ⅰ地区協会
アフリカ

第Ⅱ地区協会
アジア

第Ⅲ地区協会
南アメリカ
第Ⅳ地区協会

北・中央アメリカ、カリブ海
第Ⅴ地区協会
南西太平洋
第Ⅵ地区協会
ヨーロッパ

ス
ロ
ー
ド
電
源

と
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
自
然

条
件
で
多
少
の

出
力
変
動
が
あ

る
風
力
発
電
や

バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
加
え
て
も

い
い
。

　

そ
の
上
層
に

火
力
発
電
、
さ

ら
に
太
陽
光
発

電
が
配
さ
れ
て

※資源エネルギー庁「日本のエネルギー2020」掲載図をもとに作成。

需要に沿った各種電源の出力イメージ

朝 昼 夜

長期固定電源（原子力、水力、地熱）長期固定電源（原子力、水力、地熱）

風力発電、バイオマス発電風力発電、バイオマス発電

火力発電火力発電

太陽光太陽光
発電発電

出力制御

太陽光の出力制御

出力増加

電力需要

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://www.facebook.com/nihontechno/
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://twitter.com/nihontechno
http://www.nt-e.jp/
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に
環
境
に
配
慮
し
た
飲
料
の
製
造

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
１
９
９

４
年
に
は
業
界
初
の
環
境
報
告
書

を
発
行
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
環
境
へ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
パ

ッ
ケ
ー
ジ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

所
」
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

１
９
５
６
年
に
キ
リ
ン
グ
ル
ー

プ
の
容
器
包
装
開
発
の
た
め
設
け

ら
れ
た
部
署
で
、
他
の
国
内
酒
類

飲
料
メ
ー
カ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な

組
織
の
開
設
は
例
が
な
い
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
技
術
に
特
化
し
た
組
織
で

あ
り
、
長
年
培
っ
て
き
た
容
器
包

装
設
計
・
評
価
技
術
を
も
と
に
、

「
社
会
課
題
解
決
」や「
事
業
貢
献
」

に
寄
与
す
る
包
装
や
ビ
ン
・
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
い
っ
た
容
器
な

ど
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。

紙
製
容
器
包
装
の
素
材
を
、
適
切

に
管
理
さ
れ
た
森
林
由
来
の
製
品

で
あ
る
こ
と
を
示
す
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証

紙
に
切
り
替
え
た
の
も
そ
の
目
的

に
沿
っ
た
活
動
だ
。

　

こ
こ
で
は
原
材
料
の
使
用
量
を

減
ら
す
取
り
組
み
も
進
め
る
。
紙

素
材
で
は
、
缶
ビ
ー
ル
を
入
れ
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
四
隅
を
切
り
落

と
し
た
形
状
に
す
る
な
ど
の
工
夫

で
削
減
に
つ
な
げ
た
。
大
型
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
昨
年
、
約
16
％
軽
量

化
に
成
功
し
、
こ
れ
に
よ
り
年
間

　

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
（
東
京
都
中
野
区
）
は

１
９
０
７
年
に
創
業
し
た
麒
麟
麦

酒
株
式
会
社
を
ル
ー
ツ
と
す
る

総
合
飲
料
メ
ー
カ
ー
。
企
業
方
針

の
「
心
と
身
体
が
健
康
で
あ
り
つ

づ
け
る
た
め
に
。
こ
れ
か
ら
の
日

常
の
た
め
に
。」
を
実
践
す
る
た

め
、
飲
料
事
業
以
外
に
医
薬
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
グ
ル
ー

プ
従
業
員
数
は
、
３
万
１
０
０
０

人
を
超
え
る
（
２
０
２
０
年
12
月

31
日
現
在
）。

　

同
社
は
創
業
以
来
、
環
境
に
配

慮
し
事
業
活
動
を
続
け
て
き
た
。

ま
だ
世
の
中
が
そ
れ
ほ
ど
環
境
に

は
目
を
向
け
て
い
な
か
っ
た
１
９

２
３
年
、
尼
崎
工
場
に
当
時
と
し

て
は
画
期
的
だ
っ
た
本
格
的
な
排

水
処
理
施
設
を
導
入
し
て
い
る
。

１
９
７
４
年
に
は
、
す
べ
て
の

ビ
ー
ル
工
場
に
環
境
整
備
室
を
設

置
、
翌
１
９
７
５
年
に
は
本
社
に

も
同
様
の
部
署
を
設
け
、
全
社
的

樹
脂
使
用
量
を
約
４
３
９
㌧
削
減

で
き
る
。
ま
た
再
生
樹
脂
か
ら
の

リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
開

発
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
広
く

認
め
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
環
境
関

連
の
表
彰
を
多
数
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　

　

２
０
１
９
年
２
月
に
は
「
キ
リ

ン
グ
ル
ー
プ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ポ

リ
シ
ー
」
を
策
定
。
課
題
を
把
握

し
適
切
に
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
方
針
だ
。「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
資
源
循
環
」「
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
再
利
用
を
前
提
と

し
な
い
、
使
用
は
一
度
だ
け
の
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
削
減

と
代
替
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
原
料

の
非
化
石
原
料
へ
の
移
行
に
よ
る

持
続
性
向
上
」
の
３
つ
の
課
題
に

対
し
、
解
決
に
向
け
た
指
針
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
２
０
２
７
年
ま
で
に

日
本
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
樹
脂
の

割
合
を
50
％
に
高
め
る
と
明
記
し

た
。
現
在
の
割
合
は
約
２
％
。
野

心
的
な
目
標
だ
が
、
２
０
２
０
年

12
月
に
他
社
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

再
資
源
化
に
向
け
た
技
術
検
討
と

実
用
化
を
目
指
す
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
着
実

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
と
資
源
循
環
の
実
現
│
│
創
業

以
来
続
く
環
境
活
動
の
中
、
ま
た

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

創業以来の環境活動、続く挑戦

Environmental Information

必要な耐荷重強度を維持しつつ、これまでのペットボトルから約16％の
軽量化を実現した。これにより、年間樹脂使用量は約439㌧、年間二酸
化炭素（CO2）排出量は約1515㌧、それぞれ削減できる。

report─ the Eco

　

日
本
の
２
０
２
０
年
の
就

業
者
人
口
約
６
６
７
６
万
人

の
う
ち
、
卸
・
小
売
業
の
従

事
者
は
約
１
０
５
７
万
人
。

全
業
種
に
占
め
る
人
数
は
最

多
（
15
・
８
％
）
だ
。
こ
の

業
種
の
大
手
は
ブ
ラ
ン
ド
強

化
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
の
観
点
か
ら
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
活
動
に
積
極
的
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
に
比
べ
、

中
小
企
業
の
動
き
は
鈍
い
。

　

２
０
１
８
年
12
月
に
経
済

産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
が

発
表
し
た
中
小
企
業
５
０
０

社
の
経
営
者
（
う
ち
卸
・
小

売
は
１
０
１
人
・
20
・
２
％
）

へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
調

査
に
よ
れ
ば
、３
割
超
が「
何

か
ら
取
り
組
ん
で
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い

る
（
複
数
回
答
）。
着
手
す

る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い

よ
う
だ
。

　

だ
が
そ
れ
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
自
社
の
事
業
活
動
を

少
し
だ
け
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連

づ
け
て
意
識
す
る
こ
と
で
、

解
消
が
図
れ
る
。

　

卸
・
小
売
業
の
場
合
、
事

業
の
根
幹
に
な
る
の
が
仕
入

れ
品
の
選
定
だ
。
例
え
ば
小

規
模
ス
ー
パ
ー
や
土
産
物
店

な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー

ン
購
入
・
調
達
と
し
て
海
の

エ
コ
ラ
ベ
ル「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
」

を
受
け
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

海
産
物
を
仕
入
れ
販
売
す
れ

ば
、
ゴ
ー
ル
14
「
海
の
豊
か

さ
を
守
ろ
う
」に
つ
な
が
る
。

　

同
様
に
他
の
商
品
も
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮

で
、
ゴ
ー
ル
15
「
陸
の
豊
か

さ
も
守
ろ
う
」
や
ゴ
ー
ル
17

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
仕
入

れ
商
品
を
自
由
に
選
ぶ
の
が

難
し
い
業
態
も
あ
る
。
そ
う

し
た
場
合
に
検
討
し
た
い
の

が
「
社
会
貢
献
」
だ
。
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
あ
れ
ば
災

害
対
策
用
に
自
家
発
電
設
備

を
備
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
の
た
め
一
定
程
度
の
燃
料

を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
は

ゴ
ー
ル
11
「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」
や
ゴ
ー

ル
３
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」
に
つ
な
が
る
。

　

直
接
の
事
業
活
動
以
外
で

環
境
対
策
を
実
施
中
の
企
業

な
ら
、
十
分
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

貢
献
に
な
る
。ク
ー
ル
ビ
ズ
・

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
運
動
、
車
両

運
行
時
の
こ
ま
め
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
消
灯
な

ど
は
、
ゴ
ー
ル
12
「
つ
く
る

標
を
達
成
し
よ
う
」
の
貢
献

に
な
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
顧

客
に
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
る

場
合
に
は
、
工
夫
が
必
要
に

な
る
。

責
任
つ
か
う
責
任
」
や
ゴ
ー

ル
13
「
気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を
」
に
結
び
つ
く
。

　

中
小
規
模
の
卸
・
小
売
業

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
際

に
重
要
な
の
は
「
こ
れ
ら
の

商
品
は
環
境
に
よ
い
原
料
か

ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
」「
こ

の
施
設
は
非
常
時
の
避
難
所

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
い
う
具
合
に
「
伝
え

る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

お
客
様
の
支
持
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
の
推
進
力
に
な
る
。

そ
れ
を
糧
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

よ
り
積
極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
に

組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
大
き

な
支
持
が
生
ま
れ
る
。
そ
ん

な
好
循
環
か
ら
得
ら
れ
た
広

範
な
お
客
様
の
支
持
は
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
財
産
に
な
る
。

■  

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
を
先
導

　

２
０
１
１
年
に
横
浜
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
多
く

の
実
証
実
験
等
を
通
じ
対
策
の
深
度
化

を
進
め
て
き
た
横
浜
市
。
２
０
１
８
年

に
は
「Zero Carbon Yokohama

」
を

宣
言
、
２
０
２
１
年
に
は
２
０
５
０
年

ま
で
の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
市
区
町
村
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
、
林
文
子
横
浜
市
長
が
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
温
暖
化
対
策
で
他
の
自
治

体
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
だ
。

　
「
２
０
１
８
年
度
ま
で
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
順
調
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
２
０
３
０
年
に
は
２
０
１
３
年
比

30
％
削
減
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
国
の
動
向
も
見
据
え
つ
つ
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
産
業
部
門
の
省
エ
ネ
推
進
が
進
ん

で
い
る
こ
と
と
、
市
で
最
も
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
多
い
家
庭
部
門
に
お
い

て
、
ご
み
の
削
減
や
再
エ
ネ
活
用
と
い

っ
た
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
成
果
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま

す
」（
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
調
整
課

担
当
課
長
宮
島
弘
樹
さ
ん
）

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
環
境
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、「
地
球
温

暖
化
対
策
」
へ
の
関
心
の
割
合
が
年
々

増
加
し
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
気
象
変

化
の
激
し
さ
を
実
感
す
る
人
も
92
・
８

％
と
な
っ
た
。
日
々
の
暮
ら
し
で
気
候

変
動
を
実
感
し
、
行
動
の
変
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

■  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
未
来
の
横
浜

　

横
浜
市
は
２
０
２
１
年
５
月
時
点
で

約
３
７
８
万
人
を
誇
る
日
本
で
人
口
が

最
多
の
市
町
村
だ
が
、
そ
の
横
浜
市
と

て
将
来
は
盤
石
で
は
な
い
。
市
の
推
計

で
は
人
口
は
近
い
将
来
減
少
に
転
じ
る

と
予
想
さ
れ
る
ほ
か
、
す
で
に
周
辺
自

治
体
へ
の
転
出
超
過
傾
向
が
見
ら
れ
る

と
い
う
。都
市
と
し
て
の
魅
力
を
磨
き
、

活
力
を
高
め
る
た
め
に
注
力
す
る
の
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
横
浜
の
推
進
だ
。

　
「〝
環
境
を
軸
に
、
経
済
や
文
化
・
芸

術
に
よ
る
新
た
な
価
値
・
賑
わ
い
を
創

出
し
続
け
る
都
市
の
実
現
〞
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

核
と
な
る
の
が
、
環
境
・
経
済
・
社
会

的
課
題
の
統
合
的
解
決
に
向
け
て
、
市

民
・
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を
支
援
す
る
中
間
支
援
組
織

〝
ヨ
コ
ハ
マ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
〞
の
活
動
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
し
て
試
行
的
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
」（
温
暖
化
対
策
統
括
本

部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
推
進
課
長
黒

田
美
夕
起
さ
ん
）

　

例
え
ば
横
浜
市
所
有
の
水
源
林
の
間

伐
材
を
利
用
し
、
木
の
ス
ト
ロ
ー
を
つ

く
る
取
り
組
み
。
同
セ
ン
タ
ー
所
属
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
案
で
、
製
作

は
障
が
い
者
が
働
く
特
例
子
会
社
が
担

い
、
市
内
ホ
テ
ル
の
バ
ー
や
飲
食
店
で

使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
素
材
の
使
用
抑
制
、
障
が
い
者
雇

用
と
い
う
環
境
・
経
済
・
社
会
の
好
循

環
と
、
間
伐
材
を
廃
棄
せ
ず
新
た
な
用

途
を
見
出
し
、
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
と

い
う
〝
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
〞
が
成
立
し

て
い
る
。

　
「
現
在
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
〝
Ｙ
│
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
〞
で
す
。
持
続
可
能
な
経
営
・

運
営
へ
の
転
換
を
後
押
し
す
る
た
め
、

事
業
者
の
取
り
組
み
を
４
分
野
・
30
項

目
で
評
価
し
、３
段
階
で
認
証
し
ま
す
。

最
上
位
ま
た
は
上
位
の
認
証
を
受
け
る

と
中
小
企
業
向
け
融
資
制
度
の
対
象
と

な
る
ほ
か
本
市
発
注
工
事
の
一
部
に
お

い
て
評
価
項
目
に
加
点
さ
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」（
黒
田
さ
ん
）

　

持
続
可
能
な
成
長
と
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
両
立
を
目
指
す
横
浜
市
。

対
策
を
重
層
的
に
進
め
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
が
有
機
的
に
つ
な
が
る

〝
オ
ー
ル
横
浜
〞で
取
り
組
ん
で
い
く
。

持続可能な成長とゼロカーボンの両立 横
浜
市

SDGsへの関連づけと「伝える」大切さ

環境活動を推進する企業の物語

第32話
キリンホールディングス 株式会社

第３回：卸・小売業

中小企業の

SDGsSDGs

秀和システム　1,980円（税込）

図解入門ビジネス 最新 水素エネルギーの仕組みと動向がよ～くわかる本
今村雅人 著

再
エ
ネ
拡
大
に
貢
献
す
る
ク
リ
ー
ンエ
ネ
ル
ギ
ー

　

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
政
府

の
方
針
が
示
さ
れ
、
発
電
に
占
め

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
の
比
率
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
め
よ
う
と
す
る
議
論
が
進
ん
で

い
る
。
た
だ
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
再
エ
ネ
の
大
き
な
出
力
変
動
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
が
課
題

だ
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て

期
待
が
か
か
る
水
素
。
本
書
は
、

そ
の
物
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

の
特
徴
、
製
造
、
輸
送
、
貯
蔵
の

方
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
展
望

ま
で
網
羅
的
に
解
説
を
進
め
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

名
を
目
に
し
、
そ
れ
が
ど
う
温
暖

化
対
策
と
つ
な
が
る
の
か
漠
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
だ
っ
た
も
の

が
読
後
ク
リ
ア
に
な
る
。

　

再
エ
ネ
比
率
80
％
以
上
を
目
指

す
ド
イ
ツ
で
は
、
目
標
が
達
成
で

き
た
と
き
「
ほ
と
ん
ど
の
時
間
帯

で
再
生
エ
ネ
に
よ
る
余
剰
電
力
が

生
じ
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
も
」（
１
７
２
頁
）
あ
る

と
示
し
、
そ
の
余
剰
電
力
で
水
素

製
造
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
つ
く

ら
れ
た
水
素
は
再
エ
ネ
発
電
量
の

不
足
時
に
活
用
で
き
る
。
水
素
な

ら
燃
焼
さ
せ
て
も
温
室
効
果
ガ
ス

は
発
生
せ
ず
、
空
気
中
の
酸
素
と

化
学
反
応
さ
せ
る
燃
料
電
池
は
燃

焼
も
な
く
電
気
を
生
み
出
せ
る
。

　

今
後
急
速
に
社
会
へ
広
ま
っ
て

い
く
と
予
想
さ
れ
る
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
本
書
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し

の
姿
を
つ
か
む
の
に
適
し
た
内
容

を
揃
え
て
い
る
。

ZZeroeroCCarbonarbonCITYCITY
自治体の挑戦自治体の挑戦

　

企
業
の
事
業
内
容
に
沿
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
つ
い
て

考
え
る
本
コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
17
あ
る
目
標
の
う
ち
卸
・
小
売
業

と
親
和
性
の
高
い
ゴ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

卸・小売業と
親和性が高い

Goals

SDGs豆知識 ③
　取り組みを進めるうえで、参考に
なるのが他社の具体的な事例だ。さ
まざまな中小企業のＳＤＧｓ活動は
経済産業省や環境省がわかりやすく
まとめ公開している。掲載事例は多
彩。活動のヒントが見つかるだろう。

経済産業省
「SDGsに取り組む中小企業等の先進事例の紹介」

「関西発SDGs貢献取組事例集」

環境省
「持続可能な開発目標（SDGs）活用ガイド」

https://www.kanto.meti.
go.jp/seisaku/sdgs/sdgs_
senshinjirei.html

https://www.kansai.meti.
go.jp/2kokusai/SDGS/
businessnetwork/jirei.html

https://www.env.go.jp/policy/
sdgs/index.html

現行の２㍑ペットボトル 軽量化した２㍑ペットボトル

２０２０年度に供用開始した横浜市役所新庁舎は、
再生可能エネルギー１００％を実現している。

第3回第3回

https://econews.jp/article/report/ecostory/
https://econews.jp/article/report/zerocarbon_city/
https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://econews.jp/article/column/ecobooks/
https://www.n-techno.co.jp/service/poster.html
https://econews.jp/article/column/ecobooks/
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前
回
ま
で
の「
電
気
の
資
格
」か
ら
テ
ー
マ
を
変
え
、今
回
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
ト
レ
ン
ド
な
環
境
分
野
の
事
柄
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。ま
ず
は

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）排
出
実
質
ゼ
ロ
を
示
す
言
葉
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

なぜカーボンニュートラルを目指すの？

カーボンニュートラルってどういう意味？

テッくんの《環境トレンド》Q&A
カーボンニュートラル（１）

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

日
本
語
に
直
訳
す
る
と
「
炭
素

中
立
」
に
な
る
。「
炭
素
」
は

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）、「
中

立
」
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

を
意
味
す
る
よ
。
空
気
中
に
出

さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
と
吸
い
込

ま
れ
る
量
が
同
じ
で
あ
る
と
い

う
意
味
だ
。
Ｃ
Ｏ
２

を
は
じ
め

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
か
ら
森
林
に
よ
る
吸
収
量
な

ど
を
差
し
引
い
た
値
が
ゼ
ロ
に

な
る
こ
と
だ
ね
。

　

日
本
で
は
菅
義
偉
首
相
が
２

０
２
０
年
10
月
の
国
会
所
信
表

明
演
説
で
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す

な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
す
」
と
宣
言
し

た
ね
。

が
、
電
子
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
紛

失
な
ど
の
心
配
も
な
い
。
お
客

様
専
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
マ
イ

ペ
ー
ジ
）
の
利
用
者
登
録
を
行

っ
て
い
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

い
つ
で
も
確
認
が
可
能
だ
。

　

点
検
時
、
設
備
の
改
善
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
点
検

報
告
書
に
当
該
箇
所
の
写
真

デ
ー
タ
を
一
緒
に
保
存
す
る
。

「
避
雷
器
を
切
り
離
し
で
き
る

よ
う
、
断
路
器
の
設
置
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
」「
変
圧
器
内
を

点
検
し
た
と
こ
ろ
、
絶
縁
油
の

変
色
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
交

換
を
推
奨
し
ま
す
」
と
い
っ
た

よ
う
に
、
指
摘
箇
所
に
印
を
付

し
た
り
、
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し

た
り
で
き
る
。
従
来
は
記
述
の

文
面
と
口
頭
報
告
が
主
流
だ
っ

た
た
め
、
改
善
の
必
要
性
が
伝

わ
り
に
く
か
っ
た
。
ま
た
、
高

圧
受
変
電
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
）
の
開
扉
に
は
危
険
が
伴
う

こ
と
も
あ
り
、
現
場
で
確
認
し

て
も
ら
う
こ
と
も
難
し
い
場
合

が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
点
、
電
気
主
任
技
術
者

が
点
検
時
に
必
要
箇
所
を
撮
影

す
れ
ば
、
安
全
性
を
担
保
し
な

が
ら
設
備
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
お
客
様
も
具

体
的
に
視
認
で
き
る
。
設
備
の

老
朽
化
が
進
む
前
に
余
裕
を
持

っ
た
改
修
の
検
討
が
可
能
に
な

る
。
急
な
電
気
設
備
の
故
障
は

事
業
活
動
の
停
止
も
招
き
か
ね

な
い
が
、
事
前
の
対
策
で
そ
う

し
た
不
安
も
払
拭
で
き
る
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
や

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
な
ど
を
所
有
す

る
事
業
主
や
担
当
者
が
、
通
常

は
現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い

る
と
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
設

備
や
報
告
書
を
直
接
確
認
す
る

の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
が
電
気
点
検
簿
な
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
え
る
た
め
場
所
の

制
約
は
な
く
な
る
。「
ｗ
ｅ
ｂ

承
認
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
書
類

の
授
受
や
サ
イ
ン
も
可
能
だ
。

　

電
気
点
検
簿
の
活
用
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
電
気
主
任
技
術
者
が

交
代
す
る
と
き
や
代
理
で
対
応

す
る
際
に
も
電
気
点
検
簿
を
確

認
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
電
気
主
任
技
術
者
が
利

用
す
る
専
用
ア
プ
リ
は
操
作
性

を
考
慮
し
て
開
発
さ
れ
て
お
り

手
書
き
の
も
の
と
比
べ
作
成
作

業
の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
。
そ

の
ぶ
ん
安
全
に
留
意
し
て
点
検

を
行
え
る
。
日
本
テ
ク
ノ
は
丁

寧
な
点
検
と
提
案
を
通
じ
電
気

保
安
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
満
足
度

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
。

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
が

Ｍ
＆
Ａ
成
立
に
貢
献
！

　

そ
の
後
、
古
く
な
っ
た
工

場
の
建
替
え
を
検
討
し
て
い

た
２
０
２
０
年
９
月
に
ス
ズ

キ
工
業
所
の
紹
介
を
受
け

た
。
東
京
と
北
海
道
と
い
う

距
離
に
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
定
着
し
た
結
果
、

社
長
で
あ
る
私
の
居
場
所
も

選
択
肢
が
広
が
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

顔
合
わ
せ
や
工
場
視
察
な

ど
交
流
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
両
氏
は
互
い
の
人
柄
に

強
く
惹
か
れ
て
い
っ
た
。

　

青
沼
さ
ん
は
「
鈴
木
ご
夫

妻
が
さ
れ
て
き
た
仕
事
や

顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
協

力
し
て
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」、
そ
し
て
鈴
木
さ
ん

も
「
青
沼
さ
ん
の
職
人
を
大

切
に
す
る
考
え
方
な
ど
に
触

れ
、
こ
の
人
な
ら
安
心
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

信
頼
関
係
が
導
く
最
終
合
意

信
頼
関
係
が
導
く
最
終
合
意

　

た
だ
交
渉
が
難
航
す
る
場

面
も
あ
っ
た
。
デ
ュ
ー
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
結
果
、
不
動
産

評
価
で
両
者
の
納
得
す
る
着

に
し
て
い
く
予
定
だ
。
ス
ズ

キ
工
業
所
の
従
業
員
を
継
続

雇
用
し
、
取
引
先
の
引
き
継

ぎ
と
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
要

因
は
大
き
く
以
下
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。①
ス
タ

ッ
フ
の
継
続
雇
用
が
実
現
で

き
た
こ
と
②
既
存
取
引
先
も

事
業
の
継
続
を
要
望
し
て
い

た
こ
と
③
生
産
拠
点
を
集
約

す
る
こ
と
で
生
産
性
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
④
Ｇ
Ｉ

Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
お
客
様
の
信
頼
関
係
が
構

築
さ
れ
て
お
り
、難
航
す
る

交
渉
も
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
。

　

両
社
の
第
二
章
が
北
海
道

の
地
で
始
ま
る
。

だ
。
そ
こ
で
東
京
と
北
海
道

の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
客
観
的
な
第
三

者
の
評
価
を
も
と
に
買
い
取

り
価
格
の
再
設
定
を
提
案
し

た
。
両
社
の
思
い
に
寄
り
添

っ
た
交
渉
を
続
け
最
終
合
意

に
至
っ
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
無
事
に
株

式
譲
渡
で
き
た
の
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
の
担
当
の
方
が

調
整
の
労
を
取
っ
て
く
れ
た

か
ら
」
と
話
す
。
長
年
に
わ

た
り
電
気
の
保
安
管
理
を
担

っ
て
き
た
日
本
テ
ク
ノ
と
お

客
様
の
信
頼
関
係
が
生
か
さ

れ
た
結
果
だ
。
今
後
、
城
南

村
田
は
北
海
道
に
一
部
製
造

拠
点
を
移
し
、
東
京
で
は
設

計
や
試
作
品
の
製
作
を
中
心

マッチング事例
　

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
に
よ
る
株

式
譲
渡
が
成
立
し
、
２
０
２
１
年
２
月
、
最
終
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
高
い
技
術
力
を
持

ち
な
が
ら
後
継
者
問
題
を
抱
え
る
経
営
者
と
、事
業
拡
大
を
目
指
す
経
営
者
が
出
会
っ
た
。

　日本テクノが提供している、お客
様同士のＭ＆Ａなどを仲介するビジ
ネスマッチングサービスのこと。全
国約６万件のネットワークを生か
し、事業譲渡や業務提携、ホール
ディングス化などあらゆる可能性を
探っていく。サービスは日本テクノ
と取引のある企業に限定しており、
高い信頼性を保てる。中小企業の
深刻な後継者不在・事業承継問題
の解決に貢献することを目指す。

GIFT mapとは

Ｍ＆Ａ成立までの流れをまとめ、調印式
の様子も収録したこの事例の動画が視聴
できます。

有
限
会
社
ス
ズ
キ
工
業
所

代
表
者
◉
鈴
木
里
美
（
77
）

事
業
内
容
◉
プ
レ
ス
金
型
製
造

所
在
地
◉
北
海
道
札
幌
市

設
立
◉
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）

従
業
員
数
◉
6
名

株
式
会
社
城
南
村
田

代
表
者
◉
青
沼
隆
宏
（
51
）

事
業
内
容
◉
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
・
金
型
事
業

所
在
地
◉
東
京
都
大
田
区

設
立
◉
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）

従
業
員
数
◉
20
名

譲渡側 譲受側

※
企
業
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
い
ず
れ
も
２
０
２
１
年
２
月
時
点
。

　

電
気
は
そ
の
性
質
上
た
め
る

こ
と
が
難
し
く
、
電
力
会
社
は

常
に
需
要
に
合
わ
せ
発
電
量
を

調
整
す
る
「
同
時
同
量
」
の
供

給
を
行
っ
て
い
る
。た
だ
し「
蓄

電
池
」
を
使
え
ば
電
気
は
た
め

ら
れ
る
。
現
状
で
は
ま
だ
大
規

模
な
送
電
網
に
適
す
る
も
の
は

普
及
し
て
い
な
い
が
、
将
来
的

に
は
技
術
や
コ
ス
ト
面
で
の
壁

を
乗
り
越
え
、
広
ま
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。
今
回
は
そ
の
蓄
電
池

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

蓄
電
池
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
る
。
約
１
６
０
年
前
に

発
明
さ
れ
た
鉛
蓄
電
池
は
、
安

価
で
比
較
的
長
期
間
使
用
で
き

る
の
が
特
徴
。
今
で
も
自
動
車

の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。
約
１
２
０
年
前
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ユ
ン
グ
ナ
ー

が
発
明
し
た
の
は
ニ
ッ
ケ
ル
・

カ
ド
ミ
ウ
ム
蓄
電
池
。
ニ
カ
ド

電
池
と
も
呼
ば
れ
、
安
定
し
た

電
力
を
連
続
で
放
電
で
き
る
。

玩
具
、
家
電
製
品
な
ど
で
広
く

リ
ー
効
果
が
起
き
に
く
い
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
だ
。
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
モ

バ
イ
ル
機
器
に
多
用
さ
れ
、
現

代
の
日
常
生
活
で
最
も
活
躍
し

て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
蓄
電

池
に
比
べ
価
格
は
高
い
。

　

産
業
用
大
型
蓄
電
池
と
し
て

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
黄
電
池
が

あ
る
。
日
本
企
業
が
世
界
で
初

め
て
実
用
化
に
成
功
し
た
メ
ガ

ワ
ッ
ト
級
の
蓄
電
池
は
電
力
を

長
時
間
供
給
で
き
る
。

　

多
種
多
様
な
蓄
電
池
。
東
日

本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
災

害
時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
導

入
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

た
。
そ
れ
を
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
と
連
携
し
、
昼
間
に
た
め

た
電
気
を
、
日
照
の
な
い
夜
間

や
天
気
が
悪
い
日
な
ど
に
消
費

す
る
と
い
っ
た
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
も
構
築
で
き
る
。
ま
た

ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
な
ど
も
登

場
し
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト

ド
ア
で
の
使
用
場
面
も
増
え
て

い
る
。

　

蓄
電
池
は
再
エ
ネ
出
力
変
動

の
平
準
化
や
走
行
時
の
排
ガ
ス

が
な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
に

欠
か
せ
な
い
。
今
後
の
発
展
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

使
わ
れ
て
い
た
が
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
の
有
害
性
な
ど
か
ら
近
年
は

使
用
が
減
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
開
発
さ
れ
た
の
が
カ

ド
ミ
ウ
ム
を
使
わ
な
い
ニ
ッ
ケ

ル
・
水
素
電
池
。
ニ
カ
ド
電
池

と
比
べ
充
電
・
放
電
速
度
お
よ

び
充
電
可
能
な
電
力
量
が
向
上

し
て
お
り
、
現
在
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
鉄
道

の
地
上
蓄
電
設
備
な
ど
で
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
電

力
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
充
電

を
繰
り
返
す
と
充
電
容
量
が
減

少
す
る
「
メ
モ
リ
ー
効
果
」
が

生
じ
る
と
い
う
難
点
も
あ
る
。

　

そ
れ
を
解
決
し
た
の
が
メ
モ

電
気
を
た
め
る
蓄
電
池

非
常
時
の
備
え
に
も

身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

第 12回

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

た
め
、
人
々
は
そ
の
地
域
で
、

そ
の
季
節
に
取
れ
た
も
の
を
消

費
し
て
い
た
。
今
で
い
う
地
産

地
消
だ
。
ま
た
、
保
存
手
段
も

限
ら
れ
て
お
り
、
食
材
は
そ
の

日
食
べ
る
も
の
を
必
要
な
量
だ

け
収
穫
す
る
か
買
い
、
食
べ
き

る
の
が
基
本
だ
っ
た
。
食
品
ロ

ス
な
ど
出
る
余
地
は
な
い
。

　

そ
ん
な
環
境
で
も
食
文
化
を

成
熟
さ
せ
た
の
が
江
戸
だ
っ

た
。
そ
の
好
例
は
「
初
物
」。

江
戸
の
人
々
は
季
節
の
初
物
を

味
わ
う
こ
と
を
粋
と
考
え
た
。

競
う
よ
う
に
旬
を
味
わ
い
、
楽

し
ん
だ
。
こ
の
時
期
な
ら
、
ナ

ス
や
ウ
リ
、
新
子
と
呼
ば
れ
る

コ
ノ
シ
ロ
の
稚
魚
を
酢
締
め
し

た
も
の
な
ど
が
人
気
だ
っ
た
。

令
和

　

現
代
の
ス
ー
パ
ー
で
は
国
内

外
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
取
れ
た

多
彩
な
食
材
が
季
節
に
関
係
な

く
常
に
並
ぶ
。
加
え
て
、
特
売

や
抱
き
合
わ
せ
販
売
な
ど
で

　

現
代
の
私
た
ち
が
抱
え
る
環

境
問
題
の
１
つ
に
食
品
ロ
ス
が

あ
る
。
21
世
紀
の
日
本
は
飽
食

の
時
代
と
い
わ
れ
季
節
を
問
わ

ず
多
く
の
食
材
が
入
手
で
き

る
。
そ
の
ぜ
い
た
く
さ
と
引
き

換
え
に
本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
が
増
加
し
、

そ
の
量
は
国
内
で
年
間
６
０
０

万
㌧
を
超
え
た
。
こ
れ
は
国
連

世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
に

よ
る
飢
餓
に
苦
し
む
人
に
向
け

た
食
糧
援
助
量
の
１
・
７
倍
に

相
当
す
る
。

江
戸

　

江
戸
時
代
は
現
代
の
よ
う
な

高
度
な
輸
送
シ
ス
テ
ム
や
冷

蔵
・
冷
凍
の
技
術
も
な
か
っ
た

必
要
以
上
に
購
入
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
。
ま

た
、
つ
く
っ
た
料
理
を
食
べ
き

れ
ず
、
食
品
ロ
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
購
入
時

に
は
人
数
や
量
、
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
無
駄
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
そ
れ
で
も
料
理
が
余
っ
て

し
ま
っ
た
ら
シ
チ
ュ
ー
を
グ
ラ

タ
ン
に
リ
メ
イ
ク
す
る
よ
う
に

別
の
料
理
と
し
て
食
べ
き
る
工

夫
を
し
よ
う
。

　

そ
ん
な
現
代
の
食
文
化
の
一

端
に
地
産
地
消
を
加
え
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
ス
ー
パ
ー
に
よ
っ

て
は
地
元
農
家
の
野
菜
を
置
く

店
も
あ
る
。
地
域
の
も
の
な
ら

新
鮮
な
う
ち
に
店
頭
に
並
ぶ
の

で
、
鮮
度
は
よ
く
、
輸
送
の
コ

ス
ト
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

も
少
な
く
て
済
む
。
江
戸
庶
民

が
初
物
に
向
け
た
気
持
ち
と
同

じ
よ
う
に
、
私
た
ち
が
地
産
地

消
を
粋
と
考
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
環
境
問
題
の
１
つ
は
解
決
に

向
か
う
だ
ろ
う
。

エコな営み
いまむかし

江
戸
の
初
物
、令
和
の
地
産
地
消

　

前
回
は
現
代
の
日
本
人
に
も
馴
染
み
の
深
い
風
呂
事
情
に
つ
い
て
、
江
戸
庶
民
の
工
夫
を
紹

介
し
た
。
今
回
は
江
戸
の
庶
民
と
現
代
の
私
た
ち
の
食
文
化
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

「
電
気
点
検
簿
」の
活
用
で

保
安
管
理
の
品
質
向
上

「電気点検簿」を活用した保安点検では、改善の必要な箇
所が確認された場合などに、担当技術者がタブレット端末
で写真を撮影し、指摘事項を記載する。事業場のオーナー
や設備担当者には写真を提示しながらの説明もできる。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
２
０
１
９

年
４
月
よ
り
「
電
気
点
検
簿
」

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
電
気
保

安
の
点
検
報
告
に
関
す
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て
い
る
。

従
来
は
報
告
書
に
手
書
き
し
て

い
た
月
次
・
年
次
点
検
や
竣
工

検
査
な
ど
の
報
告
書
を
、
電
気

主
任
技
術
者
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
専
用
ア
プ
リ
で
作
成
。
作

成
さ
れ
た
報
告
書
デ
ー
タ
は
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
に
自
動

保
存
さ
れ
る
た
め
、
お
客
様
の

書
類
管
理
や
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
作

業
が
軽
減
さ
れ
る
。
点
検
報
告

書
は
保
安
規
程
の
定
め
に
よ
り

３
年
間
の
保
管
義
務
が
あ
る

　

ま
ず
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
だ
。
近
年
、
日
本
で

も
気
温
の
上
昇
や
異
常
気
象
が

話
題
に
な
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ら

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が

増
え
た
こ
と
で
起
こ
る
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
。
こ
れ
以
上
ひ
ど

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
少
し
で

も
早
く
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

　

ま
た
２
０
５
０
年
達
成
の
た

め
に
は
、
今
よ
り
も
っ
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

り
、
技
術
革
新
を
進
め
た
り
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み

に
は
大
き
な
努
力
が
必
要
な
ん

だ
。
だ
け
ど
そ
れ
は
、
次
の
成

長
へ
の
原
動
力
に
な
る
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。
地
球
環
境
を

保
全
す
る
た
め
の
新
た
な
技
術

開
発
で
、
全
世
界
が
成
長
し
て

い
け
れ
ば
い
い
よ
ね
。

互
い
の
人
柄
に
惹
か
れ
て

互
い
の
人
柄
に
惹
か
れ
て

　

北
海
道
札
幌
市
の
有
限
会

社
ス
ズ
キ
工
業
所
は
、
プ

レ
ス
金
型
製
造
お
よ
び
部
品

の
プ
レ
ス
加
工
を
50
年
以
上

に
わ
た
り
手
掛
け
て
き
た
。

創
業
者
（
現
会
長
）
の
鈴
木

良
治
さ
ん
か
ら
代
表
取
締
役

を
引
き
継
い
だ
妻
の
鈴
木
里

美
さ
ん
は
「
北
海
道
で
は
当

社
に
し
か
で
き
な
い
加
工
技

術
が
あ
る
」
と
自
信
を
見
せ

る
一
方
で
、
後
継
者
不
在
の

悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
２
０

１
９
年
12
月
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
契
約
更
新
時
に
日

本
テ
ク
ノ
の
営
業
担
当
へ
悩

み
を
伝
え
る
と
、
Ｍ
＆
Ａ
の

提
案
が
あ
っ
た
。

　

譲
受
側
は
１
９
４
９
年
に

紙
卸
業
と
し
て
東
京
都
大
田

区
に
創
業
し
た
株
式
会
社

城
南
村
田
。
３
代
目
と
な
る

青
沼
隆
宏
さ
ん
が
代
表
取
締

役
に
就
任
後
、
２
度
の
Ｍ
＆

Ａ
を
経
て
、
現
在
は
金
型
製

作
お
よ
び
真
空
成
形
が
同
社

の
メ
イ
ン
だ
。
さ
ら
な
る
事

業
拡
大
を
目
指
し
て
２
０
１

８
年
10
月
に
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
へ
リ
ス
ト
登
録
し
た
。

笑顔で迎えた最終譲渡契約調印式。有限会社 スズキ
工業所の鈴木里美さん（右）と株式会社 城南村田の青
沼隆宏さん。

地
点
が
な

か
な
か
見

出
せ
な
か

っ
た
と
き

タブレット端末で作成
オンラインでの確認も

　

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
24
時
間
監
視
、
緊
急
応
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
な
ど
電
気
の
保
安
管
理
業
務
を
進
化
さ
せ
て
き
た
日

本
テ
ク
ノ
が
、
点
検
業
務
に
も
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
高
次
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
築
い
て
い
る
。

電気点検簿特集電気点検簿特集

蓄
電

放
電

非
常
用
蓄
電
池
は
太
陽
光
と
組
み
合
わ
せ

た
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
も
構
築
で
き
る
。

https://gift-map.jp/matching_case/case04
https://gift-map.jp/matching_case/
https://gift-map.jp/matching_case/
https://econews.jp/article/column/imamukashi/
https://econews.jp/article/learn/mijikanadenki/
https://econews.jp/article/learn/tekkunqa/
https://cubicle-hoan.jp/
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神
奈
川
県
を
中
心
に
、
建
設
不

動
産
事
業
、
注
文
住
宅
事
業
、
建

物
管
理
事
業
、
介
護
事
業
な
ど
を

手
掛
け
る
工
藤
建
設
株
式
会
社

は
、
建
物
管
理
を
行
っ
て
い
る
賃

貸
ビ
ル
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
日

本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
る
。

　

住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
横
浜
市
営

地
下
鉄
・
中
川
駅
の
す
ぐ
近
く
、

近
隣
住
民
が
頻
繁
に
利
用
す
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
パ
チ
ン

コ
店
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ス
タ
ジ
オ
、

な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、〝
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
〞
を
導
入
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
弊

社
社
員
が
行
っ
て
い
た
電
気
子

メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
、
検
針
に

飲
食
店
と
い
っ
た
12
件
の

テ
ナ
ン
ト
が
入
る
中
川
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
も
自
動
検
針

シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
」
を
導
入
し
た
１
棟
で

あ
る
。

　
「
私
た
ち
は
オ
ー
ナ
ー

様
か
ら
賃
貸
ビ
ル
な
ど
１

棟
を
丸
々
借
上
げ
、
テ
ナ

ン
ト
な
ど
に
転
貸
す
る
サ

ブ
リ
ー
ス
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
御

社
を
紹
介
い
た
だ
き
、
御

社
と
取
引
す
る
メ
リ
ッ
ト

基
づ
く
電
気
料
金
の
計
算
業
務
、

請
求
書
作
成
・
発
送
業
務
を
御
社

に
委
託
す
る
こ
と
に
伴
う
業
務
の

効
率
化
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
テ
ナ
ン
ト

側
に
と
っ
て
も
、
電
気
料
金
の
算

定
方
法
が
明
確
に
な
る
た
め
、
お

客
様
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組

み
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」
そ
う

話
す
の
は
、
工
藤
建
設
建
物　

管

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビルは、ビル
全体で一括受電しているため、電
気料金はビルオーナーが電力会
社へまとめて支払っている。オー
ナーはテナントの使用分を立て替
えるため、個々のテナントに対し、
それぞれに応じた電気料金を請
求する。そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理といった
手間のかかる業務が伴う。
　『エコテナント』はオーナーをわ
ずらわせていたそれらの業務をす
べて代行するサービスである。既
存の子メーターは自動検針のス
マートメーターに変更され、月々
の使用量は日本テクノに伝送され
る。オーナーとテナントの双方に
とって、ともに信頼性を高められ
るシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

　

日
本
テ
ク
ノ
の
一
般
家
庭
向
け
電

力
契
約
プ
ラ
ン
は
、「
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

で

ん
き
」（
非
化
石
証
書
付
き
。
実
質

的
に
二
酸
化
炭
素
〈
Ｃ
Ｏ
２

〉
排
出

量
が
ゼ
ロ
）
と
、
非
化
石
証
書
の
な

い
「
市い

ち

場ば

で
ん
き
」
の
２
種
類
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
日
本
卸
電
力
取
引
所

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
の
市
場
価
格
（
約
定

単
価
・
エ
リ
ア
プ
ラ
イ
ス
）
連
動
型

が
基
本
だ
。

　

卸
電
力
の
市
場
価
格
は
需
給
状
況

に
よ
り
変
動
す
る
。
例
え
ば
日
照
が

　

管
理
本
部
管
理
部
労
務
課
は
、

従
業
員
の
入
退
社
の
管
理
を
は
じ

め
、
給
与
・
賞
与
計
算
や
人
事
異
動

管
理
、
健
康
診
断
関
連
の
業
務
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
日

本
テ
ク
ノ
で
も
柔
軟
な
働
き
方
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り

組
み
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康

の
保
持
・
増
進
な
ど
職
場
の
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
社
外
か
ら
の
信

頼
向
上
、
社
会
貢
献
な
ど
を
実
現
し

ま
す
。

　

当
社
の
働
き
方
改
革
は
、「
長
時

間
労
働
の
是
正
」「
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
」「
柔
軟
な
働
き
方
の

促
進
」
を
３
本
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
に
つ
い

て
は
、
月
末
を
除
く
水
曜
日
を
ノ
ー

残
業
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
当
社
で
は
「
子
ど
も

の
日
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
と
し
て
、

定
時
退
社
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
早
く
家
に
帰
っ
て
、
家
族
と

と
も
に
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
か
ら
２
０
１
０
年

６
月
に
開
始
し
ま
し
た
。
水
曜
日
以

外
で
も
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

で
残
業
を
減
少
さ
せ
、
２
０
１
７
年

以
降
は
月
間
の
平
均
残
業
が
15
時
間

以
下
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
そ
れ

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
」

に
つ
い
て
は
、
長
期
有
給
休
暇
取
得
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各部署キーパーソンが語る

責
任
と
誇
り
を
持
ち
、日
々
考
え
る

「
求
め
ら
れ
る
働
き
方
改
革
」

推
進
制
度
（
連
続
５
日
の
取
得
を
推

進
）
の
開
始
に
よ
っ
て
、
取
得
率
の

大
幅
な
増
加
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
取
得
率
80
％
以
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
」
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
プ
レ
ミ
ア

ム
フ
ラ
イ
デ
ー
や
時
差
出
勤
、
半
休

制
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
制
度
の
整
備
を
通
じ
、
従
業
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
、
多
様
な
働
き
方
が
実
現
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
女
性
活
躍
推
進
の
制
度

「
え
る
ぼ
し
」
認
定
の
取
得
や
仕
事

と
介
護
の
両
立
を
支
援
す
る
企
業
を

示
す
「
ト
モ
ニ
ン
」
マ
ー
ク
の
活
用

な
ど
、
厚
生
労
働
省
の
進
め
る
取
り

組
み
に
賛
同
し
な
が
ら
、
従
業
員
が

安
心
し
て
働
き
、
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
仕
事

に
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
す
。
前
述
の

通
り
労
務
課
で
は
給
与
や
人
事
異

動
、
健
康
診
断
な
ど
、
個
人
情
報
を

扱
う
場
面
が
多
い
た
め
、
す
べ
て
の

作
業
を
慎
重
に
行
い
、
信
用
を
失
わ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う

な
仕
事
に
携
わ
る
責
任
と
誇
り
を
持

ち
、
日
々
従
業
員
の
労
働
意
欲
向
上

に
つ
な
が
る
働
き
や
す
さ
を
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
と
も
に
働
く
従

業
員
を
第
一
に
考
え
、
人
事
・
労
務

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

管理本部 管理部 労務課

課長　有山秀久

　

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

「
納
得
」
を
大
切
に
し
て
い
る
有
限

会
社
内
藤
精
肉
店
（
愛
知
県
豊
田

市
）。例
え
ば
生
産
者
か
ら
の「
納
得
」

を
得
る
た
め
に
取
り
組
む
の
は
、
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
地
元
・
三
河

の
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
「
鳳
来
牛
」
の
情

報
発
信
だ
。「
我
々
専
門
店
は
、
生

産
者
な
ど
地
元
の
頑
張
り
を
伝
え
る

晴
れ
舞
台
で
あ
る
べ
き
」（
代
表
取

締
役
の
内
藤
進
さ
ん
）
と
考
え
る
。

　

鳳
来
牛
は
全
国
の
品
評
会
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
得
て
お
り
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
に
も
引
け
を
取

ら
な
い
品
質
を
誇
る
。
だ
が
、
愛
知

県
は
豊
田
市
を
は
じ
め
工
業
都
市
の

印
象
が
強
く
、
牧
畜
家
の
努
力
に
脚

光
が
当
た
る
こ
と
は
少
な
い
。
全
国

提
供
で
き
る
」
こ
と
で
も
あ
る
。
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
掲
載
中
の

鳳
来
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
は
、

約
２
０
０
㌘
が
４
枚
入
っ
て
１
万
４

９
４
０
ポ
イ
ン
ト
（
送
料
込
）
だ
。

家
庭
で
の
特
別
な
食
卓
や
、
贈
答
用

に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
で
あ
る
。

　

消
費
者
の
「
納
得
」
を
得
る
の
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
店
内
の
清

掃
。お
い
し
い
和
牛
を
贈
ら
れ
て
も
、

「
そ
れ
を
加
工
・
販
売
す
る
店
舗
が

不
衛
生
な
環
境
な
ら
、
受
け
取
る
人

の
感
動
は
半
減
し
、
贈
る
お
客
様
の

評
価
ま
で
下
が
る
」
と
内
藤
さ
ん
は

考
え
る
。
だ
か
ら
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
越

し
の
加
工
場
は
、
お
客
様
か
ら
見
え

る
よ
う
に
し
た
。
常
に
清
潔
な
店
内

は
、
訪
れ
る
人
に
安
心
と
信
頼
を
与

え
、納
得
し
て
「
お
肉
を
買
う
な
ら
、

こ
こ
で
」
と
足
を
向
け
ら
れ
る
。
清

掃
に
は
オ
ゾ
ン
水
を
使
用
し
、
開
店

前
と
閉
店
後
の
各
２
時
間
、
徹
底
し

て
行
う
。
通
常
の
水
拭
き
よ
り
除
菌

効
果
が
高
く
、
同
じ
労
力
で
も
実
感

で
き
る
清
潔
さ
の
違
い
は
歴
然
だ
と

い
う
。清
掃
す
る
従
業
員
も
十
分「
納

得
」
の
得
ら
れ
る
作
業
だ
。

　
「
納
得
」し
て
も
ら
え
れ
ば「
共
感
」

が
生
ま
れ
、
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
つ
な

が
る
。
地
域
の
人
々
の
食
を
通
じ
た

豊
か
な
時
間
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も

こ
だ
わ
り
抜
い
た
商
品
の
提
供
と
情

報
発
信
を
続
け
て
い
く
。

（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ
ト

の
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
材
の
こ
ぼ
れ
話

を
掲
載
）

有限会社 内藤精肉店  鳳来牛サーロインステーキ

　ＧＩＦＴ ｓｔｒｅｅｔ（ギフトストリート）は日
本テクノのお客様向けサービス。同社
発行のＧＩＦＴポイントに応じ、サイト内の
商品（ギフト）と交換できる。ここでは
掲載商品の中から、こだわりの「逸品」
を、提供企業とともに紹介していく。

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

「
納
得
」を
求
め
た
こ
だ
わ
り
の
品

ギフトストリートの 逸品

愛
知
県
産
鳳
来
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
約
２
０
０
㌘
×
４
枚

１
万
４
９
４
０
ポ
イ
ン
ト（
送
料
込
）

　

政
府
は
２
０
３
０
年
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
（
２
０
１
３
年
比
）
を
46

％
減
に
引
き
上
げ
た
。
目
標
実
現
の
た

め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）

の
最
大
限
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
各

種
再
エ
ネ
の
中
で
個
人
・
企
業
と
も
導

入
が
進
む
の
が
太
陽
光
発
電
設
備
だ
。

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で

２
０
０
カ
所
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
と
に
、
今
後
の
理
想
的
な
太

陽
光
発
電
の
あ
り
方
を
見
て
い
く
。

買
い
取
り
価
格
の
低
下
で

自
家
使
用
設
備
が
増
加

　

政
府
は
再
エ
ネ
の
定
着
化
を
図
る
た

め
、
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

を
設
け
発
電
さ
れ
た
電
気
を
買
い
取
っ

て
き
た
。
当
初
の
買
い
取
り
価
格
は
発

電
量
10
㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光
で
１
㌔
㍗

時
当
た
り
40
円
＋
税
（
２
０
１
２
年
）。

そ
れ
が
２
０
２
１
年
の
10
㌔
㍗
以
上
50

㌔
㍗
未
満
の
設
備
で
は
12
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
２
０
２
０
年
の
産
業

用
電
気
料
金
の
全
国
平
均
単
価
（
約
20

円
）
を
下
回
る
価
格
だ
。

　

買
い
取
り
価
格
の
低
下
を
受
け
現
在

は
、
電
力
コ
ス
ト
対
策
や
再
エ
ネ
の
利

用
比
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

自
家
使
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
近
年
、
台
風
や
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
停
電
事
故
が
増

え
る
中
、
非
常
時
対
策
と
し
て
導
入
す

る
ケ
ー
ス
も
増
加
中
だ
。

技
術
基
準
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
要
チ
ェ
ッ
ク

　

導
入
件
数
の
増
加
に
伴
い
設
置
形
態

も
多
様
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
合

わ
せ
安
全
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
２

０
２
１
年
４
月
に
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
に
関
す
る
新
た
な
技
術
基
準
を
経
済

産
業
省
が
制
定
し
た
。

　

新
基
準
は
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

支
持
物
の
構
造
、
各
種
の
荷
重
に
対
す

る
安
定
性
、
使
用
材
料
の
品
質
な
ど
を

細
か
く
定
め
て
お
り
、
公
害
や
土
砂
流

出
の
防
止
規
定
も
設
け
て
い
る
。
そ
れ

に
合
わ
せ
設
置
お
よ
び
運
営
時
の
順
守

事
項
を
示
し
た
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
変
更
さ
れ
た
。
太
陽
光
発
電

設
備
の
新
設
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
指
針

に
適
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

保
険
加
入
も
重
要

　

太
陽
光
発
電
設
備
は
設
置
す
れ
ば
終

わ
り
で
は
な
い
。
パ
ネ
ル
稼
働
状
況
の

確
認
や
洗
浄
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

発
電
さ
れ
た
直
流
電
流
を
交
流
電
流
に

変
換
す
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
点
検
も
重
要
だ
。
定
期
的
な
点
検
で

発
電
量
は
安
定
し
、
製
品
寿
命
が
延
び

る
ほ
か
、
事
故
や
盗
難
の
防
止
に
も
つ

な
が
る
。
ま
た
台
風
や
地
震
な
ど
災
害

対
応
や
設
備
改
修
の
際
に
役
立
つ
各
種

保
険
へ
の
加
入
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

法
的
基
準
の
適
合
設
備
、
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
さ
ら
に
は
遠
隔
監

視
装
置
や
防
犯
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
保
険
…
…
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
の
豊
富
な
実
績
の
中
に
あ
る
そ

れ
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
理
想
的
な
太
陽

光
発
電
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
っ
た
。

日本テクノエンジが設置を請け負った太陽光発電設備。

設備には点検や洗浄などメンテナンスが不可欠。

空
調

設
備
改
善

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

緊
急
対
応

太
陽
光

照
明

非
常
用

発
電
機

これからの理想的な太陽光発電とは

的
な
知
名
度
は

近
隣
県
の
松
阪

牛
や
飛
騨
牛
に

及
ば
な
い
の
が

実
情
で
、
そ
こ

に
一
石
を
投
じ

た
い
と
努
力
を

続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
れ

は
、
裏
を
返
せ

ば
「
本
当
に
お

い
し
い
和
牛
が

比
較
的
安
価
に

増
え
、
市
場
に
太
陽
光
発
電
由
来
の

電
力
が
多
く
流
入
す
る
時
間
帯
で
は

価
格
は
下
が
る
。
そ
の
価
格
に
連
動

す
る
よ
う
な
料
金
体
系
を
設
定
す
れ

ば
、
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

働
き
、
太
陽
光
発
電
と
い
う
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ
な

げ
ら
れ
る
。
日
本
テ
ク
ノ
は
そ
う
し

た
考
え
の
も
と
市
場
連
動
型
の
一
般

家
庭
向
け
電
力
販
売
を
開
始
し
た
。

　

基
本
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
は
通
年
の

市
場
連
動
型
だ
が
、
図
の
よ
う
に
他

の
契
約
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
た
。
一

定
期
間
を
市
場
連
動
で
は
な
く
固
定

単
価
に
す
る
「
自
動
ク
ロ
ス
」
と
、

通
年
固
定
単
価
で
ポ
イ
ン
ト
が
付
加

さ
れ
る
「
12
ヵ
月
テ
ク
ノ
固
定
単
価

型
（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
プ

ラ
ン
）」
で
あ
る
。

　

各
メ
ニ
ュ
ー
の
詳
細
お
よ
び
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
環
境
市
場
で
ん

き
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://denki.

kankyo-ichiba.jp/

）
で
確
認
で
き

る
。
な
お
、
電
気
料
金
の
決
済
方
法

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

一般家庭向け電力販売

神奈川県横浜市◎中川センタービル

設備改善
対応事例
＜特別編＞

か ん きょう い ち ば で ん き

理
事
業
部
家
賃
管
理
課
の
日
野
尾

真
一
さ
ん
。

　

自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
は
建
物
管

理
会
社
、
そ
れ
も
多
数
の
物
件
を

管
理
す
る
会
社
の
管
理
業
務
の
効

率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
。
同
社

は
市
内
で
管
理
す
る
他
の
物
件
で

も
、
子
メ
ー
タ
ー
の
交
換
時
期
に

合
わ
せ
て
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入

中
だ
。

ビル管理業務の
効率化に大きな貢献

電力契約プラン
を選ぶ

料金メニューは
以下の２種類

環
境
市
場
で
ん
き

非
化
石
証
書
あ
り　

（
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
）

か
ん
き
ょ
う
い
ち
ば
で
ん
き

市
場
で
ん
き

非
化
石
証
書
な
し

い
ち
ば
で
ん
き

市
場
連
動
型

固
定
単
価
型

❶ 12ヵ月市場連動型
12ヵ月通じてJEPX市場価格 （30分ごとの約定単価・
エリアプライス）と連動し、電力量料金が変動するメ
ニュー。

《市場連動型自動クロス》
通年で市場連動型料金を適用するのではなく、需要が
高まる夏季・冬季にはあらかじめ固定単価型（3段階）
を選択しておくメニュー。2つの販売メニューを組み
合わせることで賢い電気の使用を提案するもの。市場
連動の期間によって以下いずれかを選択できる。

❷ ９ヵ月市場連動型自動クロス
任意の 9ヵ月が市場連動型（残り3ヵ月は 3段階
の固定単価型）。

❸ ６ヵ月市場連動型自動クロス
任意の 6ヵ月が市場連動型（残り6ヵ月は 3段階
の固定単価型）。

❹ 12ヵ月テクノ固定単価型（GIFT streetプラン）
12ヵ月通じて単価が固定されたメニュー。このメニュ
ーでは電気の使用量に応じてGIFT street ポイント
が発行される。
【GIFT street】日本テクノが運営するネットショッピングモール。
取得したポイントに応じてサイト内の好みの商品と交換できる。

契約メニューを選ぶ

https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/products/detail/692
https://eco-tenant.jp/case/index.html
https://www.nt-e.jp/works/
https://denki.kankyo-ichiba.jp
https://eco-tenant.jp/
https://denki.kankyo-ichiba.jp
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https://gift-map.jp/matching_case/
https://gift-map.jp/
https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/special/list
https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://kankyo-ichiba.jp/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://www.n-techno.co.jp/recruit/
https://www.n-techno.co.jp/
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日本テクノでは定期的に「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（スマートクロック）」「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」の導入企業を広報担当者が訪問し、事例集を作成している。
すでに数百もの事例が集まっており、現在も新たな「お客様の声」をリストに追加している最中だ。同様に電力供給の提供を受けているお客様の活用法や保安管理サービスでの出来事なども随時収集し

広く一般にも活用できる情報としてストックしている。この紙面では、その中から４つの取り組みをピックアップして紹介していく。なお記事は取材当時の内容。

　

塗
料
の
製
造
販
売
を
全
国
の
拠

点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
展
開
す
る
株

式
会
社
ト
ウ
ペ
（
本
社
・
大
阪

府
堺
市
）。
福
岡
県
糟
屋
郡
の
九

州
工
場
で
は
少
量
多
品
種
の
塗
料

を
製
造
す
る
。
日
本
テ
ク
ノ
の
電

力
供
給
に
つ
い
て
工
場
長
の
吉
田

正
さ
ん
は
「
市
場
価
格
と
連
動
す

る
料
金
プ
ラ
ン
の
説
明
を
受
け
た

と
き
、
九
州
地
方
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
由
来
の
電

力
が
市
場
に
多
く
出
回
る
時
間
帯

が
あ
り
、
有
効
活
用
す
る
こ
と
で

再
エ
ネ
の
活
用
促
進
に
つ
な
が
る

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て

ク
ロ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
導
入
を
決
め

た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

工
場
の
塗
料
製
造
ラ
イ
ン
は
２

つ
あ
り
、
１
つ
は
備
蓄
の
利
く
商

品
を
定
常
的
に
製
造
し
、
も
う
１

つ
は
前
日
お
よ
び
当
日
に
注
文
を

受
け
急
ぎ
の
製
造
を
す
る
ラ
イ
ン

だ
。
生
産
課
長
の
木
原
哲
朗
さ
ん

は
製
造
計
画
を
も
と
に
、
工
程
の

変
動
が
可
能
か
確
認
す
る
。「
突

発
的
注
文
に
対
応
す
る
ラ
イ
ン
は

動
か
せ
ま
せ
ん
が
、
定
常
的
な
ラ

イ
ン
は
比
較
的
時
間
の
調
整
が
利

き
ま
す
。
前
日
に
卸
電
力
市
場
の

価
格
を
確
認
し
、
時
間
帯
を
指
定

し
て
な
る
べ
く
そ
の
間
に
つ
く
る

よ
う
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
を
し

ま
す
。
た
だ
最
近
は
ス
タ
ッ
フ
の

理
解
も
進
み
、
前
も
っ
て
確
認
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

２
０
２
０
年
夏
か
ら
新
し
い
塗

料
の
製
造
設
備
を
導
入
し
、
近
く

に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し

た
。そ
の
結
果
、夏
場
に
電
力
ピ
ー

ク
が
上
が
り
契
約
電
力
が
前
年
比

10
％
以
上
増
加
し
た
。
そ
れ
で
も

電
力
量
料
金
は
以
前
の
プ
ラ
ン
と

比
べ
平
均
で
約
35
％
下
が
り
40
％

以
上
低
減
し
た
月
も
あ
っ
た
。
再

エ
ネ
出
力
が
増
す
時
間
に
積
極
的

に
電
気
を
使
い
電
気
料
金
の
コ
ス

ト
改
善
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
毎
月
初
め
に
以

前
の
料
金
プ
ラ
ン
と
ど
の
く
ら
い

差
が
出
た
か
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
で
確
認
す
る
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
２
０
２

１
年
１
月
の
卸
電
力
市
場
の
価
格

高
騰
は
予
想
で
き
ず
、
事
前
に
ク

ロ
ス
ス
イ
ッ
チ
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
、
市
場
は
予
想
以
上

に
変
化
す
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

今
後
は
積
極
的
に
固
定
単
価
へ
の

ク
ロ
ス
ス
イ
ッ
チ
を
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

（
２
０
２
１
年
３
月
取
材
）

支配人の森本光彦さん。
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電
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９
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９
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）
２
６
６
１
／
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立
◉

１
９
１
５
年
／
事
業
内
容
◉
塗
料

製
造
ほ
か

変動する電気料金の事前確認で作業工程を調整
株式会社 トウペ　九州工場　https://www.tohpe.co.jp/
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市
場
連
動
型

ク
ロ
ス
ス
イ
ッ
チ
導
入

設
備
の
適
正
な
運
用
・
管
理
で

費
用
負
担
ゼ
ロ
の
保
証
が
適
用

導入効果

2020年6～１２月の
電力量料金を九州電
力産業用電気Ａプラ
ンと比較した場合

　

２
０
２
０
年
６
月
29
日
20
時
35

分
、
北
海
道
函
館
市
の
函
館
運
送

株
式
会
社
で
管
理
部
長
の
日
下
部

貴
久
さ
ん
が
帰
宅
す
る
直
前
、
停

電
が
発
生
し
た
。
日
下
部
さ
ん
は

即
座
に
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
。
日
本
テ
ク
ノ
協
力

会
・
日
電
協
（
以
下
、
協
力
会
）

の
担
当
技
術
者
・
髙
橋
一
由
も
、

主
装
置
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
か

ら
の
停
電
通
報
な
ど
を
受
け
、
21

時
20
分
に
現
地
に
到
着
し
た
。

　
「
万
全
な
体
制
で
荷
物
を
送
り

届
け
る
の
が
私
た
ち
の
使
命
。
食

料
品
な
ど
を
一
時
保
管
す
る
冷

蔵
・
冷
凍
品
貯
蔵
庫
も
止
ま
っ
た

の
で
、
な
る
べ
く
扉
を
開
閉
し
な

い
よ
う
現
場
に
伝
え
ま
し
た
」
と

日
下
部
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

髙
橋
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
部
を

点
検
し
た
が
、
特
に
異
常
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
構
内
１

号
柱
の
高
圧
気
中
開
閉
器
（
Ｐ
Ａ

Ｓ
）
と
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
つ
な
ぐ

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
（
Ｃ
Ｖ
Ｔ
）
の
絶

縁
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
３
本
の

ケ
ー
ブ
ル
の
う
ち
１
本
に
絶
縁
不

良
が
見
ら
れ
た
。「
し
か
し
、
時

間
が
た
つ
と
絶
縁
値
が
徐
々
に
復

活
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
天

候
は
雨
。
恐
ら
く
ピ
ン
ホ
ー
ル
の

よ
う
な
穴
に
少
量
の
雨
水
が
入

り
、
そ
の
後
徐
々
に
乾
燥
し
絶
縁

が
復
活
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た

だ
、
一
度
不
具
合
の
出
た
ケ
ー
ブ

ル
は
同
じ
事
故
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
、
お
客
様
に
交
換
を
依
頼

し
ま
し
た
」（
髙
橋
）。

　

髙
橋
は
、
輸
送
品
の
品
質
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
う
ち
に
貯
蔵
庫

を
稼
働
し
た
い
と
の
同
社
の
意
向

を
く
ん
で
仮
復
旧
の
工
事
を
提

案
。
一
刻
で
も
早
く
作
業
に
か
か

れ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
っ
た
。

　
「
髙
橋
さ
ん
の
機
転
で
翌
朝
４

時
に
は
仮
復
旧
で
き
ま
し
た
。
そ

の
判
断
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
後

日
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
直
し
、
本

復
旧
も
済
み
ま
し
た
。
電
気
設
備

は
運
営
・
管
理
が
適
正
だ
っ
た
た

め
、
改
修
費
用
が
全
額
保
証
さ
れ

た
の
も
本
当
に
助
か
り
ま
し
た

ね
」（
日
下
部
さ
ん
）。

　

今
回
は
大
き
な
損
害
も
な
く
復

旧
し
た
が
、
日
下
部
さ
ん
は
「
も

し
何
日
も
停
電
が
続
い
て
い
た

ら
」
と
の
危
惧
も
抱
い
た
。
今
改

め
て
電
気
の
安
全
を
考
え
直
し
て

い
る
と
い
う
。

住
所
◉
北
海
道
函
館
市
西
桔
梗
町

５
８
９
│
１
４
８
／
電
話
◉
０
１
３

８
（
４
９
）
６
６
５
５
／
設
立
◉
１

９
４
９
年
／
事
業
内
容
◉
運
送
業

夜間の停電も柔軟な復旧作業により翌日は支障なし
函館運送 株式会社　http://www.hakodateunsou.co.jp/
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ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル

（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）
は
露
天
風

呂
や
サ
ウ
ナ
を
完
備
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
。
全
ス
タ
ッ
フ
が
「
ム

ダ
・
ム
ラ
」
を
な
く
す
契
機
に
し

た
い
と
考
え
、
電
気
の
「
見
え
る

化
」
を
導
入
し
た
。「
導
入
後
は

営
業
担
当
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
使
用
傾
向
を
探

り
、
対
策
を
練
り
ま
し
た
」（
支

配
人
の
森
本
光
彦
さ
ん
）。

　

検
証
の
結
果
、
電
力
ピ
ー
ク
は

夏
場
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
ホ
ー

ル
で
宴
席
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間

に
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
ス
タ
ッ
フ
は
宿
泊
予
定
の

部
屋
の
空
調
を
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前

か
ら
稼
働
さ
せ
電
力
ピ
ー
ク
の
低

減
を
図
っ
た
。

　

ま
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
が
黄
色
を
表
示
し
た
と
き
は
、

お
客
様
の
動
き
を
見
な
が
ら
客
室

以
外
の
ス
ペ
ー
ス
の
空
調
・
照
明

を
適
宜
調
整
す
る
ル
ー
ル
も
決
め

た
。
さ
ら
に
宿
泊
予
定
の
な
い
部

屋
は
冷
蔵
庫
の
電
源
を
切
り
、
便

座
ウ
ォ
ー
マ
ー
の
オ
フ
を
徹
底
。

廊
下
も
利
用
予
定
の
な
い
フ
ロ
ア

は
照
明
・
空
調
を
使
わ
な
い
。
客

室
清
掃
時
に
は
空
調
を
つ
け
ず
、

暑
け
れ
ば
窓
を
開
け
て
作
業
を
行

う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
利
用
客
が
順
調
に
増
え
る
中

で
も
、
契
約
電
力
・
使
用
電
力
量

と
も
に
改
善
が
図
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
一
時
宿
泊
客

が
前
年
比
10
％
ま
で
落
ち
込
ん
で

し
ま
っ
た
。
だ
が
、
２
０
２
０
年

12
月
に
は
同
約
60
％
と
盛
り
返
し

て
い
る
。
森
本
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
前
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き

て
い
た
の
で
、
お
客
様
が
減
っ
た

と
き
で
も
後
手
に
回
ら
ず
適
切
な

電
力
対
策
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

お
客
様
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て

す
べ
て
の
電
気
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
経
費

の
抑
制
効
果
は
あ
り
ま
す
。〝
見

え
る
化
〞
の
浸
透
で
ス
タ
ッ
フ
の

コ
ス
ト
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
か

ら
で
す
」
と
話
す
。

　

今
後
を
見
据
え
て
新
た
な
事
業

の
柱
を
育
成
し
よ
う
と
２
０
２
０

年
８
月
に
は
中
食
の
販
売
・
配
達

事
業
も
始
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
っ
た
後
、
一
段
成
長
し
た
と
感

じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
組
織
を
目
指

し
て
い
る
。

（
２
０
２
０
年
12
月
取
材
）

コロナ禍でも後手に回らず適切な電力対策
株式会社 ニューコマンダーホテル　https://www.commander.co.jp/
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／
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コ
ス
ト
意
識
の
浸
透

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

　

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
太
陽

の
家
横
濱
羽
沢
は
、
２
０
１
８

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
。入
居
１
１
０
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
、
さ
ら
に

企
業
主
導
型
保
育
施
設
「
太
陽
の

家
」
を
併
設
し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え

る
化
」
は
、
開
所
当
時
か
ら
活
用

し
、
施
設
長
の
中
村
豪
さ
ん
が
電

力
ピ
ー
ク
低
減
に
取
り
組
ん
で
き

た
。「
最
初
は
デ
マ
ン
ド
の
目
標

設
定
値
を
１
２
５
㌔
㍗
に
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
７
月
に
保
育

施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
入
居
者
も

増
え
て
施
設
の
稼
働
率
が
上
が
っ

て
く
る
と
、
各
階
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
と
事
務
所
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
モ
ニ
タ
ー
が
頻
繁
に
警
報
を
出

す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
度
に
ス
タ

ッ
フ
は
切
れ
る
空
調
や
照
明
は
な

い
か
探
し
回
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

目
標
設
定
値
を
超
え
そ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
炊

飯
器
の
稼
働
に
問
題
が
あ
っ
た
。

昼
食
に
向
け
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
ス

イ
ッ
チ
が
ほ
ぼ
同
時
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
。
そ
こ
で
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と

に
炊
飯
時
間
を
ず
ら
す
ル
ー
ル
を

決
め
た
。「
ほ
か
に
も
、
共
同
生

活
ス
ペ
ー
ス
で
く
つ
ろ
い
で
い
る

入
居
者
さ
ん
の
個
室
の
空
調
や
照

明
を
消
す
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
細

か
く
対
応
し
て
い
ま
す
」。

　

現
在
の
デ
マ
ン
ド
目
標
設
定
値

は
１
３
１
㌔
㍗
。
こ
の
設
定
な
ら

暑
い
日
に
１
〜
２
回
の
警
報
が
出

る
程
度
。
現
場
の
負
担
は
抑
え
ら

れ
る
。「
初
年
度
に
み
っ
ち
り
取

り
組
ん
だ
お
陰
で
全
ス
タ
ッ
フ
に

省
エ
ネ
の
対
処
法
が
身
に
付
い
て

い
ま
す
。
細
か
く
指
示
を
出
さ
な

く
て
も
現
場
で
判
断
し
て
行
動
で

き
る
の
が
あ
り
が
た
い
。
空
調
は

事
務
所
で
一
括
し
て
細
か
な
温
度

調
整
が
で
き
る
の
で
す
が
、
現
場

で
の
取
り
組
み
を
重
視
し
て
、
ど

う
し
て
も
の
と
き
の
最
終
手
段
と

し
て
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　

今
後
の
課
題
は
春
や
秋
に
下
げ

ら
れ
る
目
標
設
定
値
の
見
極
め
だ

と
い
う
。
細
か
く
数
値
を
検
証
し

無
理
の
な
い
範
囲
で
省
エ
ネ
を
一

層
進
め
て
い
く
。
習
得
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、
神
奈
川
県
下
に
多
数
あ

る
グ
ル
ー
プ
施
設
へ
水
平
展
開
し

た
い
考
え
だ
。

（
２
０
２
０
年
12
月
取
材
）

自主的行動は導入初年度の徹底した取り組みの賜物
社会福祉法人 ユーアイ21　太陽の家 横濱羽沢　http://www.ui21.or.jp/

確
か
な
現
場
判
断

導入前後の比較

2018年▶2020年

2018年4月～翌年3月
▶2019年4月～翌年3月

契約電力

使用電力量

工
場
長
の
吉
田
正
さ
ん（
左
）と
生
産

課
長
の
木
原
哲
朗
さ
ん
。

管
理
部
長
の
日
下
部
貴
久
さ
ん（
右
）

と
担
当
技
術
者
の
髙
橋
一
由
。

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

お客様の声
SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ アス マ ー ト ク ロ ッ ク

2019年▶2020年

2018年9月～翌年8月
▶2019年9月～翌年8月

ニュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル
の
外
観
。

太
陽
の
家
横
濱
羽
沢
の
外
観
。

一括管理できる空調の操作パネルを指
し説明する施設長の中村豪さん。

デマンド閲覧サービスの活用で賢い電気の使い方を実現
　日本テクノの提供するデマンド閲覧サービスは契
約している事業場の電力使用状況についてインター
ネットを通じて閲覧・分析できるサービス※です。サ
イト上の情報閲覧だけでなく、管理に役立つ各種自
動メール送信機能も用意しています。今回はその機
能を紹介します。

※ 利用にはIDとパスワードが必要です。詳細は日本テクノカスタ
マーサービスセンターへお問い合わせください。

市場連動

見える化

▲35.8％▲35.8％

　施設長をはじ
めスタッフの皆
様が熱心に省エ
ネに取り組んで
くださり、頭の下
がる思いです。ぜ
ひその活動を継
続していってグ
ループ事業所の
模範になっても
らえたらうれしく
思います。
　今後もご要望
があればお力添
えしますので、遠
慮なく声を掛け
てください。
横浜第一営業所
島貫浩徳

　新型コロナウ
イルス感染症の
影響で客数が減
少している中、そ
の状況に見合う
よう使用電力量
を減らしたいと考
え、さまざまな取
り組みを工夫さ
れています。
　これからも当
社のシステムを
活用いただき、お
客様と二人三脚
で省エネを進め
たいと考えてい
ます。
大阪第一営業所

宇田茜

　再エネが市場
に多く出回る時
間に集中して電
気を使うこと（デ
マンドレスポン
ス）が再エネ活用
促進につながり
ます。トウペ様は
デマンドレスポン
スの意味をよく
理解し活用され
ています。今後も
電力市場の動向
に注目しながら、
上手に電気を使
っていただきた
いですね。
福岡第三営業所
佐藤雅充

　協力会の髙橋
さんの的確な判
断により、早めに
復旧が図れて一
安心でした。日本
テクノは適切に
管理された高圧
受変電施設で事
故があった際に
修理費用などの
保証サービスを
用意しています。
こちらは適用に
条件などがある
ので、詳細は営業
担当にお問い合
わせください。

北海道支店
佐藤宏司

営業担当より営業担当より
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営業担当より営業担当より

市場連動型クロススイッチとは復旧対応の経緯

　日本テクノとの電力供給契約のうち、卸
電力の取引市場価格に連動して電力量料金
単価が決まるのが「市場連動型」メニュー。
これにプラスして電力量料金の上昇が予想
される時期（盛夏・厳冬期など）に１カ月単
位で固定単価型に変更（クロススイッチ）で
きるのが「市場連動型クロススイッチ」メニ
ュー。固定単価は、地域の旧一般電気事業
者の業務用料金が基準。利用には計量日前
日の１０日前に変更手続きが必要。

6/29

20:35 停電発生。監視センターの要請により、
担当技術者が緊急応動。

21:20 担当技術者が到着。各種点検を実施する
がキュービクル内に異常は見つからない。
調査範囲を広げ、ＰＡＳにつながる３本の
高圧ケーブルのうち1本に絶縁不良を発
見した。

24:00 高圧ケーブルの絶縁値が回復。しかし、
再度不具合が発生する恐れがあったため、
仮復旧の手配を依頼。

6/30 4:00 仮設ケーブル敷設完了、受電回復。

保安事例

見える化

▲21.6％▲21.6％

▲14.8％▲14.8％

1.5％1.5％ Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ

6.4％6.4％ Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ

種類 内容（送信のタイミング）
１ 日次 前日の電力の使用状況（毎日）

２ 月次 １カ月（計量確定）の電力の使用状況（毎月）

３ 超過 デマンドピーク値が目標設定値を超えたとき

４ 見直し デマンドピークの実測値と目標設定値に一定の隔た
りがあるとき

５ 単価 翌日の３０分単位の時間帯別市場単価（毎日）

自動メール自動メール
送信送信送信送信送信送信送信送信送信

▲［メール内容］の右にある［ ］をクリックすると、各メール内容
例が表示される。

送信メールは以下５種類 ▲ メールアドレスの登録は［自動メール送信設定］で行う。❶［メ
ールアドレスを追加］をクリック。❷表示される画面で入力し［メー
ルアドレスを追加］をクリック。携帯端末の場合はチェックを入れる。

メールアドレスの登録は最大６つ

❶ ❷入力

チェック

内容を確認し情報をカスタマイズ

▲【例】［デマンド設定値の見直し（乖離）チェック］
デマンド目標設定値からの乖離率を自由に指定して、メールを送るよう
設定できる。条件を変更した場合は［設定更新］をクリックして設定する。

▲【こんなこともできます】集計対象日、送信先、レポート種別（日
次または月次）などを個別に細かく設定してメールを送ることも可能
（［日付を指定してレポートメールを送信］機能）。

デマンド閲覧サービス
（ID・パスワードが必要）

　日本テクノでは一般社団法人 日本卸電力取引所
（JEPX）の市場価格に合わせて、お客様が電気の使い
方をコントロールすることを「上げ下げデマンドレス
ポンス」と呼び、活用を推奨しています。各事業場で
電気の使い方を工夫する際、自動メール送信機能など
を活用することで取り組みの推進・深化が図れます。

電気の使用状況について決まった期間（日次・月次・単価）や不定期（超
過・見直し）でメールを受け取り、使用方法改善のヒントに生かせます。

〈機能〉〈機能〉

https://econews.jp/article/report/case_study/
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させて
いただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テク
ノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサ
イトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつおばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだなど、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

笹に願いを…「七夕の由来」

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る5文字を組み
合わせ電気に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉電池は直流ですが、壁のコンセントからつなぐ電気は？

　

七
夕
は
一
般
的
に
７
月
７
日

で
す
。短
冊
に
願
い
事
を
書
き
、

竹
や
笹
に
飾
り
つ
け
る
風
景
が

お
な
じ
み
で
す
ね
。
七
夕
は
そ

も
そ
も
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
「
乞
巧
奠
（
き
っ
こ

う
で
ん
／
き
こ
う
で
ん
）」
と

い
う
行
事
が
も
と
で
、
そ
こ
に

日
本
独
自
の
風
習
が
混
ざ
り
合

い
定
着
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
国
の
「
乞
巧
奠
」
は
、

天
の
川
の
傍
ら
に
「
織
姫
星
」

が
輝
く
７
月
７
日
の
夜
に
行
わ

れ
ま
す
。
年
に
一
度
の
逢
瀬
が

許
さ
れ
た
織
姫
と
彦
星
の
伝
説

を
受
け
る
お
祭
り
で
、
機
織
り

を
す
る
織
姫
に
ち
な
み
、
裁
縫

や
音
楽
、
書
道
な
ど
の
上
達
を

願
い
ま
す
。「
七0

月
七0

日
の
夕0

べ
」
な
の
で
「
七
夕
」
で
す
。

　

こ
の「
七
夕
」を「
た
な
ば
た
」

と
読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は

日
本
の
風
習
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
古
来
、
お
盆
の

祖
先
を
迎
え
る
前
に
「
棚
機
津

女
（
た
な
ば
た
つ
め
）」
と
呼

ば
れ
る
乙
女
が
人
里
離
れ
た
所

で
機
を
織
り
、
そ
の
布
を
着
て

身
を
清
め
る
習
慣
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
機
織
り
す
る
女
性

と
い
う
共
通
点
で
織
姫
彦
星
の

伝
説
と
結
び
つ
き「
た
な
ば
た
」

の
読
み
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
は
宮
中
や
貴
族
の
行

事
だ
っ
た
七
夕
が
庶
民
に
ま
で

広
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
以
降

で
す
。
精
霊
が
宿
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
笹
に
、
願
い
事
を
書

い
た
五
色
の
短
冊
を
つ
る
し
て

自分にとっての平気 ≠ 相手にとっての平気

　

２
０
２
０
年
６
月
、
改
正
労
働
施

策
総
合
推
進
法
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
事

業
主
に
義
務
づ
け
る
法
律
で
す
（
中

小
企
業
は
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
適

用
）。
こ
の
機
に
今
後
３
回
に
わ
た

っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ
た
め
の

心
の
あ
り
方
、
考
え
方
に
つ
い
て
探

っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ク
ハ
ラ
は
、
男
性
か
ら
女
性
だ

け
で
な
く
女
性
か
ら
男
性
、
ま
た
同

性
間
で
も
起
こ
り
ま
す
。
同
様
に
パ

ワ
ハ
ラ
も
、
上
司
か
ら
部
下
だ
け
で

な
く
、
部
下
か
ら
上
司
、
先
輩
・
後

輩
間
、
同
僚
同
士
で
も
起
こ
る
問
題

で
す
。
つ
ま
り
ど
ん
な
種
類
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
も
決
し
て
他
人
事
で
は
な

い
と
の
認
識
が
必
要
な
の
で
す
。

　

子
供
の
頃
、「
自
分
が
や
ら
れ
て

嫌
な
こ
と
は
人
に
し
て
は
ダ
メ
」
と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
を

言
葉
通
り
に
捉
え
た
の
で
は
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
は
不
十
分
で
す
。「
嫌

な
こ
と
」
の
範
囲
が
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
か
ら
で
す
。「
自
分
な
ら
こ
れ

く
ら
い
言
わ
れ
て
も
平
気
」「
自
分

だ
っ
た
ら
そ
れ
は
冗
談
と
受
け
流
せ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ

し
て
み
る
。
あ
な
た
と
関
わ
る
す
べ

て
の
人
は
、
他
人
で
あ
り
、
あ
な
た

自
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
以
外

の
他
の
空
間
で
は
、
ま
た
別
の
役
割

を
持
っ
て
い
る
人
な
の
で
す
。

　
「
全
て
の
社
員
が
家
に
帰
れ
ば
自

慢
の
娘
で
あ
り
、
息
子
で
あ
り
、
尊

敬
さ
れ
る
べ
き
お
父
さ
ん
で
あ
り
、

お
母
さ
ん
だ
。
そ
ん
な
人
た
ち
を
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ん
か
で
う
つ

に
至
ら
し
め
た
り
苦
し
め
た
り
し
て

い
い
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
」。
こ
れ

は
、
厚
生
労
働
省
付
託
の
「
職
場
の

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
問
題
に
関
す
る

円
卓
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
か
ら
の
報
告
文
書
に
記
さ
れ
て

い
た
、
あ
る
企
業
の
人
事
担
当
役
員

の
言
葉
で
す
。
こ
こ
に
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
防
止
す
る
う
え
で
大
切
な

考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
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《第９回》

一度は諦めた再起、周囲の励ましで前進を決意

　
「
２
０
０
５
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立

ち
上
げ
、
そ
れ
を
法
人
化
し
た
直

後
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し

た
。
仕
事
を
も
ら
っ
て
い
た
会
社

は
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
社
長
は
、
自
分
た

ち
も
再
起
は
で
き
な
い
と
考
え
た

よ
う
で
す
」
と
株
式
会
社
あ
ん

し
ん
生
活（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

の
総
務
課
長
・
津
田
佳
奈
さ
ん
は

話
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
当
初
、
地
域
の
元
気

な
高
齢
者
が
や
り
が
い
を
も
っ
て

働
け
る
場
所
を
提
供
し
た
い
と
考

え
、
水
産
加
工
を
請
け
負
う
場
と

し
て
設
立
さ
せ
た
。
だ
が
震
災
で

発
注
元
を
失
っ
て
し
ま
う
。
社
長

の
津
田
信
子
さ
ん
は
、
一
度
は
事

業
再
建
を
断
念
し
た
が
、
知
人
の

「
今
こ
そ
陸
前
高
田
市
の
復
興
に

向
け
と
も
に
尽
力
し
よ
う
」
と
い

う
声
に
力
を
得
て
前
進
を
決
意
。

震
災
翌
年
の
２
０
１
２
年
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
改
組
し
、
株
式
会
社
あ
ん

し
ん
生
活
を
設
立
し
た
。

　

社
名
に
は
、
お
客
様
が
安
心
し

て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
商
品
を

提
供
す
る
と
い
う
思
い
を
込
め

た
。
設
立
と
同
時
に
長
男
の
津
田

勇
輝
さ
ん
と
そ
の
妻
の
佳
奈
さ
ん

が
入
社
。
勇
輝
さ
ん
は
企
画
部
長

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環境問
題

環境問
題

常識テ
スト

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（64号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

循環利用率
資源生産性
最終処分量
緑化施工実績

循環型社会形成のための政府の基本計
画などに数値目標を示す評価基準はい
くつかあるが、そのうち少ない資源で
大きな豊かさを生み出す指標は？

Question

4

【２面】〈eco topics〉
循環型社会の目標達成厳しく

a
b
c
d

CO2、メタン、N2O
CO2、N2O、メタン
メタン、N2O、CO2
メタン、CO2、N2O

３種の主要な温室効果ガスの大気中濃
度は近年増加を続けている。その３種
を比率の大きい順に並べ左から記した
とき、正しいものは次のうちどれ？

Question

1

【１面】主要温室効果ガス濃度 最高更新

a
b
c
d

SDGs対応シティ
気候変動緩和地域
ゼロカーボンシティ
2050表明自治体

2021年2月、2050年にCO2の排出を実
質ゼロにすると表明した自治体の合計
人口が１億人を超えた。その表明をし
た自治体を何という？

Question

2

【２面】実質CO2ゼロ自治体、人口１億人超え

a
b
c
d

世界保健機関
国連教育科学文化機関
国際開発協会
気候変動に関する政府間パネル

1988年に世界気象機関（WMO）と国
連環境計画（UNEP）によって設立され
た国連組織。IPCCの略称で呼ばれるこ
の組織は？

Question

3

【２面】ポイント解説シリーズ
環境関連の機関・組織

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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前号
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日本テクノ特製「のびのびエコ軍手」プレゼント

る
」
と
感
じ
て
も
、
他
人
が
同
じ
感

覚
を
持
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
違
う
の
が
当
た
り
前
で
す
。

　
「
こ
の
人
が
さ
れ
て
嫌
な
の
は
何

だ
ろ
う
」「
こ
の
人
は
こ
ん
な
こ
と

を
さ
れ
て
嫌
が
ら
な
い
か
」
な
ど
と

推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
人
の
周

り
の
人
は
ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
。
家

族
は
、
友
達
は
、
恋
人
は
、
ど
う
感

じ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
も
想
像

せ
ず
、
今
は
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
マ
イ
タ
ケ
な
ど
野
菜
の
天

ぷ
ら
類
を
増
や
し
て
い
ま
す
」
と

津
田
佳
奈
さ
ん
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
籠
も

り
需
要
が
業
績
を
後
押
し
し
て
い

る
。
同
社
の
販
路
は
首
都
圏
の
生

活
協
同
組
合
な
ど
が
中
心
。
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
増
か
ら
生
協
の

加
入
者
数
は
増
え
、
野
菜
を
加
え

豊
富
に
な
っ
た
商

品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
「
天
ぷ
ら
は
食

べ
た
い
が
自
ら
油

で
揚
げ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
前
年
比
１

３
５
％
の
売
上
増
に
な
っ
た
。「
リ

ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
る
の
で
、

こ
の
機
会
を
生
か
し
た
い
で
す

ね
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」。

　

三
陸
湾
の
漁
獲
変
化
な
ど
変
わ

り
続
け
る
環
境
に
対
し
、
柔
軟
に

業
容
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
前
に
進
ん
で
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
お
客
様
が
安
心
し
て
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
原
点

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

と
し
て
販
路
の
開
拓
や
新
商
品
の

開
発
、
佳
奈
さ
ん
は
総
務
・
経
理

な
ど
の
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
に
は
念
願
の
工
場

が
竣
工
し
た
。
設
立
当
初
は
三
陸

の
海
の
幸
を
使
っ
た
か
き
揚
げ

や
、
当
地
で
漁
獲
さ
れ
た
サ
ケ
の

フ
ラ
イ
と
い
っ
た
海
産
物
を
中
心

に
冷
凍
食
品
を
製
造
し
て
い
た
。

　
「
震
災
か
ら
10
年
た
ち
ま
し
た

が
、
そ
の
間
、
大
き

な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
三
陸
の
漁
業
の

様
変
わ
り
で
す
。
海

流
の
変
化
な
の
か
、

サ
ン
マ
、
サ
ケ
な
ど

の
漁
獲
量
は
大
幅
に

減
り
、
値
が
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
以
前

は
主
要
海
産
物
だ
っ

た
ホ
タ
テ
、
カ
キ
も

震
災
以
降
、
貝
毒
の

影
響
で
出
荷
量
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。

海
産
物
中
心
で
は
事

業
の
先
行
き
が
見
通

正解者の中から抽選で 30名の方に日本テクノ特製「のびのびエコ軍手」をプレゼントいたします。ご
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て画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
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楽
し
む
習
慣
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
五
色
は
中
国
の「
五
行
説
」

に
基
づ
い
て
い
て
魔
除
け
の
意

味
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

地
方
に
よ
っ
て
は
七
夕
の
日

に
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ル
ー
ツ
も

中
国
に
あ
り
ま
す
。
米
粉
と
小

麦
粉
を
練
っ
て
つ
く
っ
た
お
菓

子
が
後
に
そ
う
め
ん
と
な
り
、

無
病
息
災
を
願
っ
て
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
、
藩
主
、
将
軍
、
宮

廷
に
も
献
上
さ
れ
た
高
級
品
だ

っ
た
こ
と
か
ら
お
中
元
の
品
と

し
て
も
愛
用
さ
れ
た
ん
で
す
。

　

中
国
と
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な

伝
説
や
習
俗
の
融
合
で
生
ま
れ

た
七
夕
。
栄
養
が
偏
ら
な
い
よ

う
に
、
プ
チ
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ

ン
、
き
ゅ
う
り
な
ど
彩
り
野
菜

を
添
え
て
カ
ラ
フ
ル
に
仕
上
げ

た
そ
う
め
ん
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
に
至
る
七
夕
文
化
の
移

り
変
わ
り
に
思
い
を
馳
せ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

テクノユーザー

復興への歩み

48Scene

安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
商
品
が
原
点

あんしん生活の皆さん（津田佳奈さんは前列右端）。

① 毎年７月７日頃の二十四節気の１
つ。七夕じゃないよ。

② 波、砂浜、磯遊び、サンゴ礁……。
③ 本紙4面連載の人気コーナー「○
○○営み いまむかし」。

⑥ 最近は電線の地中化も進んでい
るけど、まだ多いね、デン○○ウ。

⑧ これも二十四節気の１つ。夏の始
まり。今年は5月5日でした。

⑩ もうずっと雨ばかり。早く明けて
くれないかな。

① 電気のムダをなくして、上手に使
いましょう。

④ ヒ○○は邪馬台国の女王です。
⑤ あー暑い。○○ワであおいでも、
風が生ぬるいよ。

⑦ ゴロゴロドカーン。夏はカミ○○
が多い季節、注意しようね。

⑨ 二酸化炭素（CO2）のハイ○○○
量削減が喫緊の課題。

⑪ オーストラリアのコアラが大好き
な植物「○○○リ」。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

※ 飛行機の座席などに使われる糸を再利用
したおばあちゃんイラストの「のびのびエ
コ軍手」。（色は選択できません）

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：a ／ Ｑ２：c ／ Ｑ３：d ／ Ｑ４：b

① ② ③

④

⑨

⑧⑦

⑪

⑩

⑥⑤

こんな知恵をご提供
いただきました

ら
っ
き
ょ
う
の
漬
け
汁

を
、き
ゅ
う
り
な
ど
の

野
菜
を
漬
け
る
の
に
再

利
用
し
て
い
ま
す
。

＠
よ
ー
チ
ャ
ン
さ
ん

https://econews.jp/idea2/https://econews.jp/idea2/
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ 検 索

安眠

ヨ
コ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ30名様

抽選で

手のひらはすべり止め付き
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